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一

釈
迦
（G

otam
a

B
uddha

）
は
、「
我
」「
我
が
も
の
」
と
い
う
思
い
に
捉と
ら

わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
の
苦
し
み
が
生
ま
れ
る
、
だ
か
ら
こ
れ

ら
の
思
い
に
捉
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
教
え
る
。
最
古
の
仏
教
経
典
「
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
」
（
１
）

か
ら
、
釈
迦
の
言
葉
を
引
い
て
み
よ
う
。
原
典
は

パ
ー
リ
語
に
よ
る
。

・A
nattaniattam

ānam•
passa

lokam•
sadevakam•

nivit• t• ham•
nām

arūpasm
im•

‘idam•
saccan’

tim
aññati.

見
よ
、
世
間
と
神
々
は
、「
我
で
な
い
も
の
」
を
「
我
」
と
思
い
な
し
て
、
名
前
と
形
に
と
ら
わ
れ
「
こ
れ
は
真
実
で
あ
る
」
と
思
っ
て
い

る
。

（
七
五
六
）

・Socantijanā
m

am
āyite,na

hisantiniccā
pariggahā,vinābhāvasantam

ev
’idam• ,itidisvā

nâgāram
āvase.
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人
々
は
「
我
が
も
の
」
と
思
っ
た
も
の
の
た
め
に
憂
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
所
有
物
は
恒
久
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
世
に

は
た
だ
喪
失
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
と
見
て
、
在
家
の
ま
ま
に
留
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
八
〇
五
）

ま
た
釈
迦
は
、
名
前
や
形
に
と
ら
わ
れ
ず
、
何
も
の
に
も
執
着
せ
ず
に
、
世
界
を
「
空く
う

」
と
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
は
苦
し
み
か
ら
解

放
さ
れ
る
と
説
く
。

・Y
am

etam•
pañham•

apucchi,A
jita

tam•
vadām

i
te,yattha

nām
añ

ca
rūpañ

ca
asesam•

uparujjhati
:

viññān• assa
nirodhena

etth

’etam•
uparujjhati.

ア
ジ
タ
よ
、
あ
な
た
の
問
い
に
答
え
よ
う
。
識
別
作
用
の
消
滅
に
よ
っ
て
、
諸
々
の
名
前
と
形
が
消
滅
し
た
と
き
、
こ
れ
（
名
前
と
形
）
は
、

こ
こ
に
消
滅
す
る
。

（
一
〇
三
七
）

・N
a

dit• t• hiyā
na

sutiyā
na

ñānena
/

m
unîdha

N
anda

kusalā
vadanti,

/
visenikatvā

anighā
nirāsā

/
caranti

ye,
te

m
unayo

ti

brūm
i./

ナ
ン
ダ
よ
、（
正
し
い
道
に
）
熟
達
し
た
人
々
は
、
見
解
や
学
問
や
知
恵
に
よ
っ
て
聖
者
と
は
呼
ば
な
い
。（
欲
望
の
）
軍
勢
を
制
圧
し
て
、
苦

し
み
な
く
、
欲
な
く
歩
む
人
々
、
彼
ら
を
こ
そ
私
は
聖
者
た
ち
と
呼
ぼ
う
。

（
一
〇
七
八
）

・S
uññato

lokam•
avekkhassu

M
ogharāja

sadā
sato

attānudit• t• him•
ūhacca,

evam•
m

accutaro
siyā

:
evam•

lokam•
avekkhantam•

m
accurājā

na
passati.

モ
ー
グ
ハ
ラ
ー
ジ
ャ
よ
、
常
に
自
己
（
に
執
着
す
る
）
邪
見
を
破
壊
し
て
、
世
界
を
「
空
」
な
り
と
観
察
せ
よ
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
死

を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
世
界
を
観
察
す
る
人
を
、
死
王
（
死
神
）
は
見
る
こ
と
が
な
い
。

（
一
一
一
九
）

こ
の
よ
う
な
釈
迦
の
言
葉
は
、
同
じ
く
パ
ー
リ
語
経
典
の
「
ダ
ン
マ
パ
ダ
」（
法
句
経
）
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
２
）

。
こ
こ
で
も
、
名
前
と
形
に
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と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
全
て
は
無
常
で
あ
る
と
知
っ
て
、
何
も
の
に
も
執
着
す
る
こ
と
が
な
く
な
れ
ば
、
静
寂
な
状
態
に
達
せ
ら
れ
る
こ
と
が
、

教
示
さ
れ
て
い
る
。

・kodham •
jahe,

vippajaheyya
m

ānam
/

sam •yojanam •
sabbam

atikkam
eyya

/
tam •

nām
arūpasm

im
asajjam

ānam
/

akim •canam •

nānupatanti
dukkhā

/

怒
り
を
棄
て
よ
。
お
ご
り
を
捨
て
よ
。
す
べ
て
の
束
縛
を
乗
り
こ
え
よ
。
名
前
と
形
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
何
も
の
を
も
所
有
し
な

い
人
を
、
苦
し
み
が
攻
め
立
て
る
こ
と
は
な
い
。

（
二
二
一
）

こ
の
一
節
は
、
漢
訳
『
法
句
経
』（
呉
・
維
祇
難
等
訳
）
に
は
、

捨
恚
離
慢
、
避
諸
愛
会
、
不
著
名
色
、
無
為
滅
苦
、

恚い
か
りり
を
捨
て
、
慢お
ご

り
を
離
れ
、
諸
々
の
愛
会
を
避
け
て
、
名
色
に
著
せ
ず
、
為
す
無
け
れ
ば
苦
を
滅
せ
ん
。

と
あ
る
（
３
）

。『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
の
例
を
あ
と
二
つ
挙
げ
よ
う
。

・‘sabbe
san •khārā

aniccā’
tiyadā

paññāya
passati/atha

nibbindatı̄dukkhe,esa
m

aggo
visuddhiyā

//

「
全
て
形
成
さ
れ
た
も
の
は
無
常
で
あ
る
」
と
、
も
し
明
智
に
よ
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
、
人
は
苦
し
み
よ
り
離
脱
す
る
。
こ
れ
こ
そ

が
清
浄
へ
の
道
で
あ
る
。

（
二
七
七
）

・chinda
sotam •

parakham
m

a
kām

e
panuda

brāhm
an• a

/san •khārānam •
khayam •

ñatvā
akataññū

si
brāhm

an• a
//

流
れ
を
断
て
。
勇
敢
に
諸
々
の
愛
欲
を
排
除
せ
よ
。
バ
ラ
モ
ン
よ
。
諸
々
の
形
成
力
の
消
滅
を
知
っ
て
、
バ
ラ
モ
ン
よ
、
な
さ
ぬ
こ
と
を

知
る
人
で
あ
れ
。

（
三
八
三
）

以
上
に
引
い
た
よ
う
な
、
釈
迦
の
、「
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
ず
」「
世
界
を
空
な
り
と
観
察
し
」「
な
さ
ぬ
こ
と
を
知
る
」
と
い
う
教
え
を
、
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大
衆
に
向
か
っ
て
、
繰
り
返
し
繰
り
返
し
詳
細
に
説
い
た
の
が
、
一
連
の
「
般
若
経
」
経
典
で
あ
る
。「
般
若
経
」
経
典
は
新
旧
さ
ま
ざ
ま
な
層

に
分
か
た
れ
る
が
、
今
、
そ
の
古
層
に
属
す
る
『
八
千
頌
般
若
経
』
の
、
さ
ら
に
そ
の
初
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
冒
頭
部
分
か
ら
、
若
干

の
頌
句
を
引
い
て
み
よ
う
（
４
）

。
こ
こ
で
は
特
に
、「
心
」
の
存
在
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。（
Ａ
）（
Ｂ
）
二
段
に
分
け
て
、
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
原
典
（
５
）を

引
用
し
、
後
に
訳
を
つ
け
る
。

(A)punaraparam•
bhagavan

bodhisattvena
m

ahāsattvena
prajñāpāram

itāyām•
caratā

prajñāpāram
itāyām•

bhāvayatā
evam•

śiks• itavyam•
yathā

asau
śiks• am

ān• as
tenāpi

bodhicittena
na

m
anyeta

｜tatkasya
netoh•

?
tathā

hi
taccittam

acittam

｜

prakr• tiścittasya
prabhāsvarā

‖

（
ヴ
ァ
イ
デ
ィ
ヤ
本
、
三
頁
、
一
六
〜
一
八
行
）

さ
ら
に
ま
た
、
尊
者
よ
、
悟
り
を
求
め
る
人
・
偉
大
な
人
に
よ
っ
て
、
知
恵
の
完
成
に
至
る
道
が
追
求
さ
れ
、
修
習
さ
れ
る
時
に
は
、
次

の
よ
う
な
方
法
で
学
ば
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
ぶ
も
の
が
学
び
つ
つ
、
そ
の
悟
り
を
求
め
る
心
に
よ
っ
て
、
高
慢
に
な
っ
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
に
。
そ
れ
は
何
故
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
何
故
か
と
い
え
ば
、
そ
の
心
は
、
実
は
心
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
心
の
特
質
は
透
明
に

輝
い
て
い
る
の
で
す
。

右
の
部
分
は
、
後
秦
・
鳩
摩
羅
什
の
漢
訳
（
６
）で

は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

後
次
世
尊
、
菩
薩
行
般
若
波
羅
蜜
時
、
応
如
是
学
、
不
念
是
菩
薩
心
、
所
以
者
何
、
是
心
非
心
、
心
相
本
浄
故
、

後さ

次ら

に
世
尊
よ
、
菩
薩
の
般
若
波
羅
蜜
を
行
な
う
時
に
は
、
応ま
さ

に
是か

く
の
如
く
学
ぶ
べ
し
。
是
れ
菩
薩
の
心
な
り
と
念お
も

わ
ざ
れ
。
所
以
ゆ
え
ん

者は

何
ぞ
。
是
の
心
は
心
に
非あ
ら

ず
。
心
の
相
は
本
浄
も
と
き
よ

ら
か
な
る
が
故
な
り
。

一
方
、
現
存
最
古
の
般
若
経
テ
キ
ス
ト
と
考
え
ら
れ
る
後
漢
・
支
婁
迦
讖

し
る
か
せ
ん

訳
の
『
道
行
般
若
経
』
（
７
）

巻
一
・
道
行
品
で
は
、
該
当
部
分
を
次
の
よ
う

に
漢
訳
し
て
い
る
。
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297

菩
薩
当
念
作
是
学
、
当
念
作
是
住
、
当
念
作
是
学
、
入
中
心
、
不
当
念
是
菩
薩
、
何
以
故
、
有
心
無
心
、

菩
薩
は
当
に
是
の
学
を
作な

さ
ん
こ
と
を
念
う
べ
し
、
当
に
是
の
住
（
修
め
る
こ
と
）
を
作
さ
ん
こ
と
を
念
う
べ
し
。
当
に
是
の
学
を
作
さ
ん

こ
と
を
念
う
べ
し
。
中
心
（
心
の
中
）
に
入
り
て
は
、
当
に
是
の
菩
薩
（
悟
り
を
求
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
）
を
念
う
べ
か
ら
ず
。
何
を
以
て
の

故
ぞ
。「
心
無
き
心
」
有
れ
ば
な
り
。

『
八
千
頌
』
の
原
文
「taccittam

acittam

」
が
『
道
行
』
で
は
「
有
心
無
心
」
と
な
っ
て
い
て
、「prakr• tiścittasya

prabhāsvarā

」（
心
の
本
質
は

輝
い
て
い
る
）
の
部
分
は
漢
訳
に
は
出
て
い
な
い
。
こ
の
句
の
み
後
に
付
け
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。『
道
行
』
は
、
た
だ
「（
悟
り
を
求
め
て

い
る
と
い
う
）
思
い
が
有
る
と
、
そ
の
時
に
は
、
本
当
の
心
と
い
う
も
の
は
無
く
な
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
心
は
本
来
清
浄
で
あ
る
」

と
い
う
の
は
、『
道
行
』
の
こ
の
一
句
へ
の
解
釈
と
し
て
、
後
の
テ
キ
ス
ト
で
追
補
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
既
出
の
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
二
七
七
に
「
清
浄
へ
の
（visuddhiyā

）
道
」
と
見
え
、
ま
た
、『
金
剛
般
若
経
』（
後
述
）
６
に
も
「
清
浄
な

心
（citta-prasāda

）」
と
見
え
て
い
る
（
８
）

。

(B)atha
khat• vāyus• m

ān
śāriputra

āyus• m
antam•

subhūtim
etadavocat

―kim•
punarāyus• m

an
subhūte

asti
taccittam•

yaccittam
acittam

?
evam

ukte
āyus• m

ān
subhūtirāyus• m

antam•
śāriputram

etadavocat

―kim•
punarāyus• m

an
śāriputra

yā
acittatā,

tatra

acittatāyām
astitā

vā
nāstitā

vā
vidhate

vā
upalabhyate

vā
?

śāriputra
āha

―na
hyetadāyus• m

an
subhūte

｜subhūtirāha

―

sacedāyus• m
an

śāriputra
tatra

acittatāyām
astitā

vā
nāstitā

vā
na

vidhate
vā

nopalbhyate
vā,api

nu
te

yukta
es• a

paryanuyogo

bhavati
yadāyus• m

ān
śāriputra

evam
āha

―asti
tacctittam•

yaccittam
acittam

iti
?

evam
ukte

āyus• m
ān

śāriputra
āyus• m

antam•
subhūtim

etadavocat

―kā
punares• ā

āyus• m
an

subhūte
acittatā

?
subhūtirāha

―avikārā
āyus• m

an
śāriputra

avikalpā
acittatā

‖

atha
khalvāyus• m

ān
śāriputra

āyus• m
ate

subhūtaye
sādhukāram

adāt

―sādhu
sādhvāyus• m

an
subhūte

｜
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（
ヴ
ァ
イ
デ
ィ
ヤ
本
、
三
頁
、
十
九
行
〜
二
九
行
）

そ
こ
で
上
座
の
長
老
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
は
、
長
老
の
ス
ブ
ー
テ
ィ
に
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
さ
て
、
長
老
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
心
で
は
な
い
心
は
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
。
こ
の
よ
う
に
問
わ
れ
て
、
長
老
ス
ブ
ー
テ
ィ
は
長
老
シ

ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
に
次
の
よ
う
に
答
え
た
。「
長
老
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
。
心
が
無
い
と
い
う
そ
の
心
な
き
状
態
に
お
い
て
は
、
実
在
あ
る
い

は
非
実
在
が
有
っ
た
り
、
あ
る
い
は
受
け
取
ら
れ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
か
」
と
。
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
は
言
っ
た
。「
そ
う
で
は
な
い
。
長
老

ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
。」
ス
ブ
ー
テ
ィ
は
言
っ
た
。「
も
し
、
長
老
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
そ
の
心
な
き
状
態
に
お
い
て
、
実
在
あ
る
い
は
非
実

在
が
有
り
も
し
な
い
し
、
認
め
ら
れ
も
し
な
け
れ
ば
、
長
老
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
あ
な
た
が
『
心
で
は
な
い
心
と
い
う
の
存
在
す
る
の
だ
ろ

う
か
』
と
言
わ
れ
た
時
、
こ
の
質
問
は
あ
な
た
に
と
っ
て
正
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。」
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
、
長
老
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
は
、

長
老
ス
ブ
ー
テ
ィ
に
次
の
よ
う
に
答
え
た
。「
そ
れ
で
は
、
長
老
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
そ
の
心
な
き
状
態
と
は
、
い
っ
た
い
何
な
の
か
。」
ス

ブ
ー
テ
ィ
は
答
え
た
。「
長
老
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
心
な
き
状
態
と
は
、
変
化
せ
ず
、
区
別
せ
ざ
る
も
の
で
す
。」

す
る
と
、
長
老
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
は
長
老
ス
ブ
ー
テ
ィ
に
向
か
っ
て
、「
よ
く
や
っ
た
、
よ
く
や
っ
た
、
長
老
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
」
と
い
う
感

嘆
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

次
に
、
(B)
の
部
分
に
相
当
す
る
『
道
行
』
本
文
を
示
そ
う
。

舎
利
弗
謂
須
菩
提
、
云
何
有
心
無
心
、
須
菩
提
言
、
心
亦
不
有
、
亦
不
無
、
亦
不
能
得
、
亦
不
能
知
処
、
舎
利
弗
謂
須
菩
提
、
何
而
心
亦

不
有
、
亦
不
能
得
、
亦
不
能
知
処
者
、
如
是
亦
不
有
、
亦
不
無
、
亦
不
有
有
心
、
亦
不
無
無
心
、
須
菩
提
言
、
亦
不
有
有
心
、
亦
不
無
無

心
、
舎
利
弗
言
、
善
哉
、
須
菩
提
、

舎
利
弗

し
ゃ
り
ふ
つ

、
須
菩
提

し
ゅ
ぼ
だ
い

に
謂
い
て
い
わ
く
「
云
何
い
か
ん

ぞ
心
無
き
心
有
る
や
」
と
。
須
菩
提
言
わ
く
「
心
は
亦ま
た

有
ら
ず
、
亦
無
か
ら
ず
、
亦
得
る
能あ
た
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わ
ず
、
亦
処
と
こ
ろ
を
知
る
能
わ
ず
」
と
。
舎
利
弗
、
須
菩
提
に
謂
い
て
い
わ
く
「
何い
か

に
し
て
、
心
は
亦
有
ら
ず
、
亦
得
る
能
わ
ず
、
亦
処
を
知

る
能
わ
ざ
る
者
な
る
に
、
是か

く
の
如
く
亦
有
ら
ず
、
亦
無
か
ら
ず
、
亦
心
有
る
こ
と
有
ら
ず
、
亦
心
無
き
こ
と
無
か
ら
ざ
る
や
」
と
。
須

菩
提
言
わ
く
「
亦
心
有
る
こ
と
有
ら
ず
、
亦
心
無
き
こ
と
無
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
」
と
。

舎
利
弗
言
わ
く
「
善
き
哉か
な

、
須
菩
提
よ
」
と
。

右
(B)
部
の
末
尾
ち
か
く
「
長
老
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
心
な
き
状
態
と
は
、
変
化
せ
ず
、
区
別
せ
ざ
る
も
の
で
す
」
相
当
の
部
分
が
『
道
行
』
で

は
欠
け
て
い
る
。
羅
什
訳
で
は
「
不
壊
不
分
別
」
と
な
っ
て
い
て
、『
八
千
頌
』
に
一
致
し
て
い
る
。
般
若
経
の
原
初
形
態
で
は
、「
心
」
の
「
有
」

「
無
」（
存
在
・
非
存
在
）
に
的
を
し
ぼ
っ
た
、
素
朴
な
問
答
形
式
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二

さ
て
、
右
に
見
て
き
た
よ
う
な
「
心
」
の
「
存
在
」「
非
存
在
」
と
い
う
こ
と
、
更
に
は
ま
た
「
も
の
」
の
「
存
在
」「
非
存
在
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
こ
れ
を
独
自
の
立
場
で
追
究
し
た
の
が
『
金
剛
般
若
経
』
で
あ
る
（
９
）

。
こ
の
経
典
は
、「
空
」（śūnya

）
と
い
う
言
葉
は
用
い
ず
に
、

人
々
に
「
も
の
へ
の
と
ら
わ
れ

、
、
、
、

」
か
ら
離
脱
す
べ
き
こ
と
を
語
り
か
け
る
。
一
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

y
ā

v
an

k
aścit

sattv
ad

h
ā

tu
-p

rajñ
ap

y
am

ā
n

ah•
p

rajñ
ap

y
ate,

te
ca

m
ay

ā
sarv

e
’n

u
p

ad
h

iśes• e
n

irv
ā

n• a-d
h

ā
tau

parinirvāpayitavyāh• .
evam

aparim
ān• an

api
sattvān

parinirvāpya
na

kaścit
sattvah•

parinirvāpito
bhavati.

tat
kasya

hetoh•
?

sacet
S

ubhūte
bodhisattvasya

sattva-sam• jñā
pravarteta,

na
sa

bodhisattva
iti

vaktavyah• .
tat

kasya
hetoh•

?
na

sa
S

ubhūte

bodhisattvo
vaktavyo

yasya-ātm
a-sam• jñā

pravarteta,sattva-sam• jñā
vā

jiva-sam• jñā
vā

pudgala-sam• jñā
vā

pravarteta.
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生
物
界
に
属
す
る
と
、
考
え
ら
れ
る
限
り
考
え
ら
れ
た
も
の
（
10
）

は
何
で
も
、
す
べ
て
私
に
よ
っ
て
、
個
体
の
要
素
が
完
全
に
消
滅
し
た
、
静

寂
の
状
態
に
到
達
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
こ
の
よ
う
に
、
無
数
の
生
き
物
た
ち
を
消
滅
の
状
態
に
到
ら
せ
た

と
し
て
も
、
い
か
な
る
生
き
物
も
、
静
寂
の
状
態
に
入
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
何
故
か
。
も
し
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、「
生
き
物
」
と
い

う
思
い
が
悟
り
を
求
め
る
人
に
生
じ
た
な
ら
ば
、
彼
は
「
悟
り
を
求
め
る
人
」
と
言
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
は
何
故
か
。
ス
ブ
ー

テ
ィ
よ
、
そ
の
人
の
「
自
己
」
へ
の
思
い
、「
生
き
物
」
の
思
い
、
あ
る
い
は
「
生
」
の
思
い
、「
身
体
」
の
思
い
が
起
こ
り
始
め
た
な
ら

ば
、
そ
の
人
は
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、「
悟
り
を
求
め
る
人
」
と
は
言
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら
だ
。

（
３
）

こ
の
対
話
で
は
、
人
々
を
も
の
へ
の
と
ら
わ
れ
か
ら
救
う
こ
と
、
し
か
し
、
悟
り
を
求
め
る
人
自
ら
そ
の
こ
と
を
意
識
す
べ
き
で
な
い
こ
と
、
自

ら
が
も
の
へ
の
思
い
に
と
ら
わ
れ
て
い
て
は
、
人
々
を
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
が
語
ら
れ
て
い
る
。『
金
剛
般
若
経
』
は
ま
た
、「
も
の
が

な
い
」
こ
と
へ
の
思
い
に
も
と
ら
わ
れ
て
は
い
け
な
い
と
、
説
く
。
そ
の
例
を
引
く
。

saced
a-dharm

a-sam
jñā

pravarteta,
sa

eva
tes• ām

ātm
a-grāho

bhavet,
sattva-grāho

jı̄va-grāhah•
pudgala-grāha

iti.
tat

kasya

hetoh• ?
na

khalu
punah•

Subhūte
bodhisattvena

m
ahāsattvena

dharm
a

udgrahı̄tavyo
na-adharm

ah• .

も
し
「
も
の
が
な
い
」
と
い
う
思
い
が
生
じ
た
な
ら
ば
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
自
我
へ
の
と
ら
わ
れ
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
生
き
て
い
る
こ

と
へ
の
と
ら
わ
れ
、
個
体
へ
の
と
ら
わ
れ
、
個
人
へ
の
と
ら
わ
れ
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
何
故
か
。
さ
て
、
ま
た
、
ス
ブ
ー
テ
ィ

よ
、
悟
り
を
求
め
る
者
・
偉
大
な
者
に
よ
っ
て
、「
実
体
の
あ
る
も
の
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い
け
な
い
し
、「
実
体
の
な
い
も
の
」
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
も
い
け
な
い
。

（
６
）

『
金
剛
般
若
経
』
の
説
法
の
大
き
な
特
徴
は
、
鈴
木
大
拙
に
よ
っ
て
「
即
非
の
論
理
」
と
名
付
け
ら
れ
た
、
独
特
の
逆
説
的
語
り
か
け
で
あ
る
（
11
）

。

そ
れ
を
、
一
括
し
て
「
即
非
の
論
理
」
と
呼
ん
で
よ
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
筆
者
に
は
疑
問
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は



た
だ
「
金
剛
般
若
経
の
逆
説
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
さ
て
次
に
、
そ
の
よ
う
な
「
逆
説
」
の
典
型
的
な
例
を
三
例
挙
げ
て
み
よ
う
。

(1)buddhadharm
ā

buddhadharm
ā

itiSubhūte’
buddhadharm

āś
caiva

te
T

athāgatena
bhās• itāh• .tenocyante

buddhadharm
ā

iti.
「
目
覚
め
た
人
の
諸
々
の
教
え
、
目
覚
め
た
人
の
諸
々
の
教
え
」
と
い
う
の
は
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、「
目
覚
め
た
人
の
諸
々
の
教
え
」
で
は

な
い
、
と
ま
た
、
如
来
（
釈
迦
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、「
目
覚
め
た
人
の
諸
々
の
教
え
」
と
言
わ
れ
る
の
だ
。（
８
）

(2)B
hagavān

āha
:

yah•
kaścitSubhūte

bodhisattva
evam•

vaded
:aham•

ks• etra-vyūhān
nis• pādayis• yām

i-iti,sa
vitatham•

vadet.tat

kasya
hetoh• ?

ks• etra-vyūhāh•
ks• etra-vyūhā

itiSubhūte,’vyūhās
te

T
athāgatena

bhās• itāh• .tenocyante
ks• etra-vyūhā

iti.

尊
者
は
言
っ
た
。
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
あ
る
目
覚
め
た
人
が
次
の
よ
う
に
言
っ
た
と
し
よ
う
。「
私
は
（
仏
）
国
土
の
建
設
を
し
よ
う
」。
こ
れ

は
真
実
の
こ
と
を
言
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
何
故
か
。「
国
土
の
建
設
、
国
土
の
建
設
」
と
い
う
の
は
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
建
設
で
は

な
い
、
と
如
来
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
れ
故
に
、「
国
土
の
建
設
」
と
言
わ
れ
る
の
だ
。

（
10
ｂ
）

(3)param
en •a

te
B

hagavann
āścaryen• a

sam
anvāgatā

bodhisattvā
bhavis• yanti

ya
iha

sūtre
bhās• yam

ān• e
śrutvā

bhūta-sam•
jñām

utpādayis• yanti.
tat

kasya
hetoh• ?

yā
cais• ā

B
hagavan

bhūta-sam•
jñā

saiva-abhūta-sam•
jñā.

tasm
āt

T
athāgato

bhās• ate
bhūta-

sam•
jñā

bhūta-sam•
jñeti.

（
14
ａ
）

尊
者
よ
、
こ
こ
で
（
こ
の
）
経
が
語
ら
れ
る
時
に
そ
れ
を
聞
い
て
、
真
実
だ
と
い
う
思
い
の
生
じ
る
よ
う
な
、「
悟
り
を
求
め
る
人
」
は
、

こ
の
上
も
な
い
、
奇
特
な
性
質
を
具
え
た
人
々
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
何
故
か
と
い
う
と
、
尊
者
よ
、
こ
の
「
真
実
と
い
う
思
い
」
は
、
そ

れ
は
ま
た
、「
真
実
と
い
う
思
い
」
が
な
い
（
12
）

こ
と
だ
か
ら
で
す
。
そ
れ
故
に
、
如
来
は
、「
真
実
と
い
う
思
い
、
真
実
と
い
う
思
い
」
と
説

か
れ
た
の
で
す
。

鈴
木
大
拙
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
『
金
剛
般
若
経
』
の
い
わ
ゆ
る
「
即
非
の
論
理
」
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
末
木
文
美
士
著
『
仏
教
―
言
葉

301 『金剛般若経』の逆説と初期唯識派の「無の有」



の
思
想
史
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
の
「
第
五
章
　
即
非
」
に
詳
し
い
紹
介
、
分
析
が
あ
る
。「
Ａ
は
Ａ
で
な
い
。
ゆ
え
に
Ａ
で
あ
る
」
と
い

う
、
そ
の
独
特
の
説
法
を
、
大
拙
は
、「
凡
て
わ
れ
わ
れ
の
言
葉
・
観
念
、
ま
た
は
概
念
と
い
ふ
も
の
は
、
さ
う
い
ふ
風
に
、
否
定
を
媒
介
に
し

、
、
、
、
、
、
、

て
始
め
て
肯
定
に
入
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
が
、
本
当
の
物
の
見
方
だ
と
い
ふ
の
が
、
般
若
論
理
の
性
格
で
あ
る
」（
傍
点
筆
者
）
と
解
す
（
13
）

。
末
木
は
、
そ
の
著
に
お

い
て
、「〈
即
非
の
論
理
〉
は
決
し
て
抽
象
的
に
何
に
で
も
当
て
は
め
ら
れ
る
論
理
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
既
存
の
実
践
体
系
の
枠
を
使
い
な
が
ら
、

そ
の
固
定
性
を
流
動
化
さ
せ
、
そ
れ
を
よ
り
高
次
な
世
界
に
向
け
て
進
ま
せ
る
極
め
て
実
践
的
な
指
向
性

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
も
っ
た
表
現
形
式
な
の
で
あ
る
」

（
一
八
八
頁
、
傍
点
小
池
）
と
言
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
末
木
が
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
谷
口
富
士
夫
の
論
文
「『
金
剛
般
若
経
』
に
お
け
る

言
語
と
対
象
」（『
佛
教
学
』
三
〇
号
、
佛
教
思
想
学
会
、
一
九
九
一
年
三
月
）
は
、『
金
剛
般
若
経
』
の
「
即
非
の
文
に
三
つ
現
わ
れ
る
Ａ
」
を
順
に
、

①
仏
の
極
に
属
す
る
も
の
、
ま
た
は
対
象

②
よ
り
凡
夫
に
近
い
者
の
側
に
属
す
る
も
の
、
ま
た
は
対
象

③
そ
の
両
方
を
と
も
に
表
す
言
葉
、
ま
た
は
名
前

を
指
す
も
の
と
し
、「
実
践
論
的
に
、
仏
の
側
の
立
場
か
ら
説
法
を
す
る
必
然
性
を
示
し
た
も
の
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
（
三
八
・
三
九
頁
）。
こ

の
よ
う
に
、
谷
口
、
末
木
両
氏
に
よ
っ
て
、『
金
剛
般
若
経
』
の
「
逆
説
」
の
実
践
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
一
方
、
立
川

武
蔵
は
、
論
文
「『
金
剛
般
若
経
』
に
見
ら
れ
る
「
即
非
の
論
理
」
批
判
」（『
印
度
学
佛
教
学
研
究
』
四
一
巻
二
号
、
平
成
五
年
三
月
）
に
お
い
て
、

「『
金
剛
般
若
経
』
に
特
有
な
い
わ
ゆ
る
逆
説
の
構
造
」
は
、「
Ａ
は
非
Ａ
で
あ
る
。
ゆ
え
に
Ａ
と
い
わ
れ
る
」
と
表
現
で
き
る
一
方
、「
Ａ
は
非
存

在
で
あ
る
。
ゆ
え
に
Ａ
と
い
わ
れ
る
」
と
も
表
現
で
き
る
と
し
、「
Ａ
は
存
在
し
な
い
。
ゆ
え
に
Ａ
と
い
わ
れ
る
」
と
い
う
よ
う
に
形
式
化
さ
れ

る
場
合
（
例
え
ば
「
阿
羅
漢
と
い
う
も
の
は
い
な
い
。
ゆ
え
に
阿
羅
漢
と
い
わ
れ
る
」
―
小
池
引
）
を
例
に
と
っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
あ
る

も
の
（
χ
）」
は
日
常
の
言
葉
の
次
元
に
お
い
て
は
「
Ａ
で
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
究
極
的
な
立
場
に
お
い
て
は
、
つ
ま
り
、
空
の
立
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場
に
お
い
て
は
、
か
の
も
の
（
χ
）
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
空
と
は
な
ん
ら
活
動
の
な
い
虚
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
も
の

（
χ
）
が
存
在
し
な
い
か
ら
こ
そ
、
言
葉
が
あ
り
、
活
動
が
有
り
得
る
と
い
う
の
が
、『
金
剛
般
若
経
』
や
『
中
論
』
の
立
場
で
あ
る
。」（
一
七
九

頁
）私

は
、
右
の
三
氏
の
考
え
に
教
え
ら
れ
つ
つ
も
、
私
自
ら
の
立
場
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。『
金
剛
般
若

経
』
の
「
逆
説
」
＝
「
Ａ
は
Ａ
で
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
Ａ
で
あ
る
」
は
、
様
々
な
変
形
を
有
し
つ
つ
も
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
形
は
、
私
が
先
に

挙
げ
た
三
例
に
見
ら
れ
る
形
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
、
各
例
ご
と
に
整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

(1)
「
目
覚
め
た
人
の
諸
々
の
教
え
、
目
覚
め
た
人
の
諸
々
の
教
え
」
と
い
う
の
は
、
目
覚
め
た
人
の
諸
々
の
教
え
で
は
な
い
。（
如
来
の
教
示
）

そ
れ
故
に
、「
目
覚
め
た
人
の
諸
々
の
教
え
」
と
言
わ
れ
る
。（
尊
者
の
ス
ブ
ー
テ
ィ
へ
の
言
葉
）

(2)
「
国
土
の
建
設
、
国
土
の
建
設
」
と
い
う
の
は
、
建
設
で
は
な
い
。（
如
来
の
教
示
）

そ
れ
故
に
、「
国
土
の
建
設
」
と
い
わ
れ
る
。（
尊
者
の
ス
ブ
ー
テ
ィ
へ
の
言
葉
）

(3)
「
真
実
と
い
う
思
い
」
と
い
う
の
は
、「
真
実
と
い
う
思
い
」
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。（
ス
ブ
ー
テ
ィ
の
尊
者
へ
の
言
葉
）

そ
れ
故
に
、「
真
実
と
い
う
思
い
、
真
実
と
い
う
思
い
」
と
説
か
れ
た
。（
如
来
の
教
示
）

谷
口
、
末
木
の
二
氏
は
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
私
は
こ
こ
で
、
右
三
例
に
共
通
に
見
え
て
い
る
繰
り
返
し
表
現
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
各
例
と
も
、
如
来
が
教
示
す
る
言
葉
と
し
て
出
て
い
る
。『
金
剛
般
若
経
』
の
な
か
か
ら
、
も
う
一
つ
、
同
じ
よ
う
な
例
を
追

加
し
よ
う
。

(4)yo
’sau

B
hagavan

pun• ya-skandhas
T

athāgatena
bhās• itah• ,a-skandhah•

sa
T

athāgatena
bhās• itah• .tasm

āt
T

athāgato
bhās• ate

:

pun• ya-skandhah•
pun• ya-skandha

iti.

303 『金剛般若経』の逆説と初期唯識派の「無の有」



尊
者
よ
、
如
来
に
よ
っ
て
「
善
行
を
積
む
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
、
如
来
に
よ
っ
て
言
わ
れ
た
「
善
行
を
積
む
こ
と
で
は
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
れ
故
に
如
来
は
、「
善
行
を
積
む
、
善
行
を
積
む
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。

（
８
）

こ
れ
を
、
先
の
例
と
同
じ
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

(4)
「
善
行
を
積
む
」
と
如
来
が
言
っ
た
こ
と
は
、
如
来
が
言
っ
た
「
善
行
を
積
む
こ
と
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
ス
ブ
ー
テ
ィ
の
尊

者
へ
の
言
葉
）

そ
れ
故
に
、「
善
行
を
積
む
、
善
行
を
積
む
」
と
如
来
は
言
う
。（
ス
ブ
ー
テ
ィ
の
尊
者
へ
の
言
葉
）

例
(1)
(2)
の
後
半
は
無
主
語
文
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
如
来
の
言
葉
、
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
の
価
値
を
有
す
る
言
葉
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
全
体
を
如
来
の
言
葉
と
理
解
し
て
不
都
合
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
(1)
(2)
と
(3)
(4)
で
は
繰
り
返
し
の
位
置
は
異
な
る
が
、
し

か
し
、
四
例
共
、
一
箇
所
の
繰
り
返
し
表
現
を
持
つ
点
で
は
共
通
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
如
来
が
衆
生
（
多
く
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
（
14
））

に

向
か
っ
て
説
教
を
す
る
言
葉
の
中
に
現
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
繰
り
返
し
の
事
例
は
、
谷
口
が
列
挙
す
る
よ
う
に
（
15
）

、
こ
れ
ら
四
例
の
他
に
も
多
く
あ

る
が
、
基
本
形
は
こ
こ
に
挙
げ
た
(1)
(2)
の
型
（
そ
の
他
、
谷
口
の
番
号
で
は
Ｑ
、
Ｓ
、
Ｔ
、
Ｖ
、
Ｗ
な
ど
）
で
あ
る
、
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
右

の
(3)
(4)
例
は
基
本
形
の
変
形
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
。

右
例
(1)
(2)
に
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
逆
説
表
現
の
基
本
形
に
お
け
る
論
理
展
開
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
Ａ
、
Ａ
、
と
私
（
如
来
）
が

強
調
し
て
説
く
言
葉
は
、
実
際
に
は
真
の
Ａ
で
は
な
い
。（
真
の
Ａ
は
そ
の
よ
う
な
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
か
ら
。）
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
、
衆
生

を
救
う
た
め
に
発
し
た
便
宜
上
の
言
葉
＝
筏

い
か
だ

な
の
で
あ
る
。
衆
生
を
直
接
Ａ
に
導
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
Ａ
と
い
う
言
葉
を
手

段
と
し
て
用
い
て
衆
生
を
救
お
う
と
す
る
の
だ
。」
こ
の
私
の
理
解
は
、「
実
践
性
」
と
い
う
点
で
は
前
記
谷
口
の
解
釈
に
教
え
ら
れ
る
所
が
あ
る

が
、
谷
口
の
言
う
（
本
稿
三
〇
二
頁
）
①
の
Ａ
と
②
の
Ａ
の
捉
え
方
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
繰
り
返
し
表
現
に
重
き
を
置
く
か
、
否
か
に
よ
っ
て
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こ
の
相
違
が
生
じ
た
も
の
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。

さ
て
、『
金
剛
般
若
経
』
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
逆
説
的
論
理
展
開
と
並
行
す
る
形
で
、
も
う
一
つ
の
論
理
の
進
め
方
が
存
在
す
る
。
本
稿
既

出
の
例
（
三
〇
〇
）
頁
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

１
「
生
き
物
た
ち
を
消
滅
の
状
態
（
涅
槃
）
に
到
ら
せ
た
」

２
「
い
か
な
る
生
き
物
た
ち
も
消
滅
の
状
態
に
は
入
っ
て
い
な
い
」

３
「
何
故
か
」

４
「
生
き
物
た
ち
を
消
滅
の
状
態
に
到
ら
せ
た
、
と
い
う
思
い
が
生
じ
る
」

５
「
悟
り
を
求
め
る
人
と
言
う
べ
き
で
な
い
」

こ
れ
を
、
補
足
説
明
を
加
え
つ
つ
、
簡
略
化
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
基
本
形
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

１
「
Ａ
」→

２
「
非
Ａ
」→

３
「
何
故
か
」→

４
「
Ａ
へ
の
思
い
が
生
じ
る
」（
こ
の
Ａ
は
真
の
Ａ
で
は
な
い
）→

５
「
も
の
に
と
ら
わ
れ
た

人
を
悟
り
を
求
め
る
人
と
言
う
べ
き
で
な
い
」

こ
こ
に
挙
げ
た
論
理
形
式
（
こ
こ
で
も
、
１
と
２
の
部
分
に
逆
説
表
現
が
含
ま
れ
て
い
る
）
と
、
先
に
見
た
逆
説
的
表
現
を
取
っ
た
論
理
形
式
と
は
、

根
本
に
お
い
て
は
一
つ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
『
金
剛
般
若
経
』
の
基
本
的
論
理
形
式
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の

論
理
形
式
に
共
通
の
も
の
は
何
か
。
私
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
Ａ
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
れ
が
悟
り
を
求
め
る
為
の
も
の
で
あ

れ
、
何
で
あ
れ
、
虚
偽
の
も
の
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
名
前
と
形
へ
の
と
ら
わ
れ
、
自
我
へ
の
と
ら
わ
れ
の
現
れ
な
の
で
あ
る
。
悟
り
を
求
め

る
者
は
、
ま
ず
初
め
に
、
こ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
ま
た
、
こ
の
こ
と
を
衆
生
に
教
え
て
、
衆
生
を
も
の
へ
の

と
ら
わ
れ
、
自
我
へ
の
と
ら
わ
れ
か
ら
救
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
衆
生
を
救
う
た
め
に
は
、
以
上
の
こ
と
を
自
覚
し
た
上
で
、「
Ａ
」

305 『金剛般若経』の逆説と初期唯識派の「無の有」



と
い
う
言
葉
を
発
し
て
、
衆
生
に
語
り
か
け
る
必
要
が
あ
る
。

か
く
見
る
と
、『
金
剛
般
若
経
』
の
「
逆
説
」
の
論
理
は
、『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』、『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』、
そ
し
て
古
層
の
般
若
経
典
の
教
え
を
忠

実
に
受
け
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

三

『
金
剛
般
若
経
』
の
、
こ
の
よ
う
な
「
存
在
」「
非
存
在
」
ま
た
「
言
葉
」
に
つ
い
て
の
説
法
に
大
い
な
る
関
心
を
示
し
、
そ
こ
か
ら
多
く
を

学
び
取
ろ
う
と
し
た
の
が
、
無
着
（A

san •ga

）、
世
親
（V

asubandhu

）
（
16
）

に
代
表
さ
れ
る
初
期
唯
識
派
の
理
論
家
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
の
唯
識
論
は
、

vijñapti-m
ātram

evedam
asad-arthābhāsanāt

/

yadvat
taim

irikasyāsat-keśon• d• ukādi-darśanam•
//

全
く
こ
れ
は
表
象
の
み
の
も
の
で
あ
る
。
在
り
も
し
な
い
対
象
が
現
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
。
あ
た
か
も
、
眼
を
病
め
る
人
が
、
在
り
も
し

な
い
髪
の
網
な
ど
を
見
る
よ
う
に
。

に
始
ま
る
世
親
の
『
唯
識
二
十
論
』
や
、
ま
た
同
『
唯
識
三
十
頌
（
17
）

』
に
そ
の
全
体
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
親
の
兄
・
無
着
に
は
「
唯
識

論
の
理
論
と
実
践
と
形
而
上
学
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
総
合
し
、
整
然
と
体
系
化
し
た
」
（
18
）

と
称
せ
ら
れ
る
『
摂

し
よ
う

大
乗
論
』
が
あ
る
。（
こ
の
著
に
つ

い
て
は
後
に
触
れ
る
こ
と
が
あ
る
。）
こ
の
無
着
に
は
ま
た
、『
金
剛
般
若
経
』
を
誉
め
た
た
え
た
『
金
剛
般
若
経
論
頌
』
が
あ
り
、
弟
の
世
親
に
は

こ
の
『
論
頌
』
に
対
す
る
注
釈
『
金
剛
般
若
経
論
釈
』
が
あ
る
。
無
着
の
『
論
頌
』
は
ト
ッ
チ
（T

ucci

）
の
手
に
よ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
、

チ
ベ
ッ
ト
語
訳
、
お
よ
び
英
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
漢
訳
は
北
魏
・
菩
提
流
支
と
唐
・
義
浄
の
二
訳
が
あ
る
（
19
）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
世
親
の
『
論

小　池　一　郎 306



釈
』
は
菩
提
流
支
と
義
浄
の
漢
訳
二
種
が
残
る
の
み
（
20
）

で
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
は
伝
わ
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
以
下
、
無
着

の
『
論
頌
』
が
、『
金
剛
般
若
経
』
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
、『
論
釈
』
を
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
考
察
し
て
い
き
た
い
。

「
空
の
論
理
」
を
主
張
す
る
『
金
剛
般
若
経
』
を
、
初
期
唯
識
派
の
理
論
家
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
、
自
ら
の
理
論
の
裏
付
け
と
し
て
い
く

の
か
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。『
論
頌
』
と
『
論
釈
』
に
つ
い
て
の
文
献
学
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
宇
井
伯
寿
『
金
剛
般
若
経
釈
論
研
究
』

に
詳
し
い
分
析
が
あ
る
（
21
）

。
ま
た
、『
論
頌
』
の
内
容
分
析
に
つ
い
て
は
、
長
尾
雅
人
の
論
文
「
金
剛
般
若
経
に
対
す
る
無
着
の
釈
偈
」（『
東
方
学
会

創
立
二
十
五
周
年
記
念
　
東
方
学
論
集
』
東
方
学
会
、
一
九
七
二
年
）
が
詳
し
い
。
長
尾
は
こ
の
論
文
に
お
い
て
、「
瑜
伽
行

ゆ
が
ぎ
ょ
う

学
派
（
小
池
注
ー
唯
識
派
の

こ
と
、
以
下
同
。
瑜
伽
行
は
ヨ
ー
ガ
の
修
行
の
こ
と
）
が
、『
般
若
経
』
を
無
視
、
あ
る
い
は
否
定
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

む
し
ろ
『
般
若
経
』
的
な
世
界
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
上
に
立
っ
て
瑜
伽
行
学
派
の
思
想
な
り
教
義
な
り
が
構
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
」（
五

五
六
頁
）
と
述
べ
、『
般
若
経
』
の
特
色
的
な
文
章
、「
菩
薩
は
菩
薩
と
し
て
あ
り
な
が
ら
、
菩
薩
を
見
な
い
」
を
は
じ
め
、
多
く
の
量
の
文
章
が
、

彼
ら
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
五
五
七
頁
）。
た
だ
し
長
尾
は
、
瑜
伽
行
唯
識
派
の
論
書
に
お
い
て
は
、『
般
若
経
』
の
空
の

思
想
は
、
瑜
伽
行
の
対
象
と
し
て
実
践
面
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い
て
、
理
論
的
な
面
に
お
い
て
唯
識
の
思
想
は
『
般
若
経
』
か
ら
は
容
易
に
出

て
こ
な
い
こ
と
も
、
同
時
に
指
摘
し
て
い
る
（
以
上
、
長
尾
五
五
六
〜
五
五
八
頁
）。
さ
ら
に
長
尾
の
論
文
か
ら
引
け
ば
、「『
無
』
の
み
な
ら
ず
、

『
無
の
有
』
と
積
極
的
に
説
く
と
こ
ろ
に
、
瑜
伽
行
学
派
的
に
進
ん
だ
空
の
解
釈
が
見
ら
れ
る
」（
五
六
六
頁
）、「
し
か
し
な
が
ら
、
瑜
伽
行
学
派

の
論
書
に
お
い
て
も
、
こ
の
『
無
と
、
無
の
有
』
と
い
う
表
現
が
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
が
、
今
の
『
無
着
頌
』（『
論

頌
』
の
こ
と
）
の
中
に
は
、
は
っ
き
り
と
見
出
さ
れ
る
」（
五
六
七
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
長
尾
は
こ
の
後
、
論
証
の
た
め
に
、
全
七
十
七
頌

の
う
ち
の
第
十
一
頌
他
を
例
示
し
て
検
討
を
加
え
、
中
観
派
と
の
比
較
に
お
い
て
、「
龍
樹
が
、
む
し
ろ
空
の
論
理
的
な
解
明
に
力
を
注
い
だ
の

に
比
較
す
れ
ば
、
瑜
伽
行
の
対
象
と
し
て
の
『
心
』
や
『
識
』
に
お
い
て
空
を
見
出
す
こ
と
」
に
無
着
を
は
じ
め
と
す
る
瑜
伽
行
唯
識
派
の
「
進
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ん
だ
」
面
を
見
て
い
る
（
五
六
七
頁
）。
私
は
次
に
、
長
尾
の
論
考
を
手
が
か
り
に
し
つ
つ
、
無
着
の
『
論
頌
』
を
検
証
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

ま
ず
、
長
尾
が
例
示
し
た
『
論
頌
』
第
十
一
頌
の
検
証
か
ら
始
め
よ
う
。
ト
ッ
チ
に
よ
っ
て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
と
菩
提
流
支
(a)
、
義
浄

(b)
の
漢
訳
を
示
す
。（
日
本
語
訳
、
訓
読
は
小
池
に
よ
る
。
以
下
同
。）

sarvābhāvād
abhāvasya

sadbhāvān
nābhilāpyatah•

｜

abhilāpaprayogāc
ca

dharm
asam• jñā

caturvidhā

‖

全
て
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
非
存
在
は
実
在
で
あ
る
か
ら
、
言
葉
に
表
わ
せ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
し
か
も
、
言
葉
に
表
わ
す
と
い
う

こ
と
が
行
わ
れ
る
の
で
、
実
体
と
い
う
思
い
に
は
四
種
類
あ
る
こ
と
に
な
る
。

(a)
一
切
空
無
物
、
実
有
不
可
説
、
衣
言
辞
而
説
、
是
法
相
四
種
、

一
切
は
空
に
し
て
無
物
な
る
も
、
実
有
に
し
て
説
く
可
か
ら
ず
。（
し
か
も
）
言
辞
に
依よ

り
て
説
く
。
是
れ
法
相
（
実
体
の
姿
）
は
四
種
な
り
。

(b)
皆
無
故
非
有
、
有
故
不
可
説
、
是
言
説
因
故
、
法
想
有
四
種
、

皆
無
な
る
が
故
に
、
非
有
は
有
な
る
が
故
に
、
説
く
可
か
ら
ず
。
是
れ
言
説
の
因
な
る
が
故
に
、
法
想
（
実
体
と
い
う
思
い
）
に
は
四
種
有

り
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
で
は
、
奪
格
（ablative

case

）
を
四
回
繰
り
返
し
て
い
て
（
(b)
の
「
〜
故
」
に
当
た
る
）、
並
列
的
に
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る

が
如
く
で
あ
る
が
、
実
際
は
(1)
空
で
あ
り
、
非
有
で
あ
り
、
無
で
あ
る
状
態
、
(2)
し
か
し
、
虚
無
で
は
な
く
、
実
際
に
は
無、
（
非
存
在

、
、
、

）
が
存
在

、
、
、

し
て
い
る

、
、
、
、

、
(3)
そ
の
状
態
は
言
葉
で
表
現
で
き
な
い
、
(4)
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
そ
の
状
態
が
言
葉
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
よ
う

に
、
実
体
に
つ
い
て
の
四
段
階
の
見
方
が
、
順
を
追
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
世
親
『
論
釈
』
の
流
支
訳
は
、
右
の
第
二
の
段
階
に
つ
い
て
、

「
彼
法
無
我
空
、
実
有
故
」（
彼
の
法
は
無
我
な
る
空
な
れ
ど
も
、
実
に
は
有
な
る
が
故
に
）、
第
四
の
段
階
に
つ
い
て
は
、「
於
無
言
処
依
言
相
説
」（
無
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言
の
処

と
こ
ろに

於
い
て
、
言
相
に
依よ

り
説
く
）
と
し
て
い
る
。
第
二
の
段
階
の
義
浄
訳
に
は
「
即
彼
非
有
有
非
有
性
」（
彼
の
非
有
に
即
し
て
、
非
有
性
有
り
）

と
見
え
る
。
こ
れ
に
関
し
て
『
論
頌
』
第
十
五
頌
に
対
す
る
世
親
の
『
論
釈
』
流
支
訳
に
は
、「
非
非
法
者
、
彼
真
如
無
我
相
実
有
故
」（
非
法
に

非あ

ら
ざ
る
者は

、
彼
の
真
如
、
、

は
我
相
無
く
し
て
、
実
に
は
有
な
る
が
故
な
り
）、
ま
た
同
所
の
義
浄
訳
に
は
「
復
非
非
法
、
由
彼
無
自
性
体
是
有
故
」（
復
た
、

非
法
に
非
ら
ざ
る
は
、
彼
の
無
自
性
体

、
、
、
、

は
是
れ
有
な
る
に
由
り
て
の
故
な
り
）
と
あ
っ
て
、「
非
有
性
」（
実
体
が
な
い
と
い
う
本
性
）
の
根
拠
に
、「
真
如
」

「
無
自
体
性
」
を
置
い
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
存
在
の
諸
相
を
四
段
階
に
分
け
て
考
え
る
方
法
は
、
前
述
し
た
立
川
の
論
法
に
似
て
い
る
（
22
）

。
立
川
で
は
、
(1)
か
の
も
の

（
χ
）
の
存
在
し
な
い
空
の
立
場
、
(2)
し
か
し
、
活
動
の
な
い
虚
無
と
い
う
わ
け
で
な
い
、
(3)
も
の
（
χ
）
が
存
在
し
な
い
か
ら
こ
そ
、
(4)
言
葉
が

有
り
、
活
動
が
有
り
得
る
、
と
い
う
論
理
展
開
で
あ
っ
た
。
立
川
の
(3)
の
段
階
を
「
不
可
説
」
と
見
立
て
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
立

川
の
立
論
は
、
無
着
『
論
頌
』
の
そ
れ
と
、
ほ
ぼ
完
全
に
重
な
り
合
う
。
立
川
は
「
空
」
の
思
想
を
、
無
着
と
同
等
の
視
線
で
見
て
い
る
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
こ
の
『
論
頌
』
第
十
一
頌
に
対
す
る
長
尾
の
見
解
を
見
て
み
よ
う
。

「
す
べ
て
が
無
で
あ
る
か
ら
」（sarvābhāvāt

）
法
の
観
念
は
菩
薩
に
生
じ
な
い
の
で
あ
り
、「
そ
の
無
と
い
う
こ
と
は
、
真
実
在
で
あ
る
か
ら
」

（abhāvasya
sadbhāvāt

）
非
法
と
い
う
観
念
も
生
じ
な
い
、
と
。
こ
れ
は
ま
さ
に
「
無
と
無
の
有
」
に
合
致
す
る
。

（
長
尾
五
六
七
頁
）

長
尾
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
明
ら
か
に
、
無
着
、
そ
し
て
ま
た
世
親
の
「
無
」
と
「
無
の
有
」
の
考
え
が
見
受
け
ら
れ
る
。

順
序
が
逆
に
な
っ
た
が
、
こ
の
『
論
頌
』
第
十
一
頌
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
『
金
剛
般
若
経
』
の
経
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

na-api
tes• ām•

S
ubhūte

bodhisattvānām•
m

ahāsattvānām•
dharm

a-sam•
jñā

pravartate,
evam•

na-adharm
a-sam•

jñā.
na-api

tes• ām•
Subhūte

sam• jñā
na-asam• jñā

pravartate
.

（
６
）

ま
た
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
悟
り
を
求
め
る
も
の
た
ち
・
偉
大
な
も
の
た
ち
に
と
っ
て
は
、
も
の
が
有
る
と
い
う
思
い
は
起
こ
ら
な
い
。
同
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じ
く
、
も
の
は
無
い
と
い
う
思
い
も
起
こ
ら
な
い
。
ま
た
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
彼
ら
に
は
、
思
い
や
思
い
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
起
こ
ら

な
い
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
経
文
で
は
「
も
の
」
に
対
す
る
思
い
が
生
じ
な
い
こ
と
を
言
う
の
み
で
、「
無
の
有
」
と
い
う
考
え
は
見
出
さ
れ
な
い
。「
無
の
有
」

と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
も
、
無
着
が
自
ら
の
立
場
で
経
文
を
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
も
う
少
し
他
の
例
に
も
当
た
っ
て
み
よ
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
金
剛
般
若
経
』
は
「
空
」
の
思
想
を
説
き
、「
も
の
に
と
ら
わ
れ

ぬ
こ
と
」
を
言
う
が
、『
論
頌
』
で
は
、「
無
の
有
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、「
も
の
」
の
実
体
化
が
随
処
で
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
十

七
頌
に
は
、「
経
を
理
解
し
、
説
く
こ
と
」
は
、「svābhāvikāptihetutvāt

」（
自
身
の
本
質
に
属
す
る
も
の
を
獲
得
す
る
た
め
の
第
一
原
因
で
あ
り
…
）

と
あ
っ
て
、「svābhāva

」（
自
己
存
在
）
が
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
流
支
の
漢
訳
で
は
「
於
実
名
了
因
」
と
な
っ
て
い
て
、
意
を
取
り
難

い
が
、
義
浄
訳
は
「
得
自
性
体
因
故
」（
自
性
体
を
得
る

、
、
、
、
、
、

因
の
故
な
り
）
と
明
解
で
あ
る
。

先
に
「
国
土
の
建
設
」
に
関
す
る
『
金
剛
般
若
経
』
特
有
の
逆
説
を
挙
げ
た
（
10
ｂ
）
が
、
こ
の
部
分
に
対
す
る
無
着
『
論
頌
』
の
言
及
が
、

第
二
十
頌
で
あ
る
。
第
二
十
頌
で
は
、
ま
ず
前
半
で
、

jñānanis• yandavijñaptim
ātratvātks• etranodgrahah•

｜

知
識
の
流
れ
・
意
識
だ
け
（
唯
識
）
の
も
の
な
の
で
、「
国
土
」
は
、
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

義
浄
訳
「
智
流
唯
識
性
、
国
土
非
所
執
」（
智
流
・
唯
識
性
に
し
て
、
国
土
は
執と

る
所
に
非
ら
ず
）

と
あ
っ
て
、「vijñapti-m

ātra

」（
唯
識
）
の
立
場
か
ら
の
「
逆
説
」
理
解
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
続
く
第
二
十
頌
後
半
に
は
こ
う
あ
る
。

avigrahatvād
agratvād

avyūha(m• )
vyūhatā

m
atā

‖

身
体
性
が
な
く
、
最
も
優
れ
て
い
る
の
で
、「（
真
の
）
建
設
と
い
う
も
の
」
は
、「
建
設
」
で
は
な
い
、
と
言
わ
れ
る
（
23
）

。
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義
浄
訳
「
無
形
故
勝
故
、
非
厳
許
厳
性
」（
無
形
の
故
に
、
勝
な
る
が
故
に
、
非
厳
に
厳
性
を
許
す
）

「
身
体
性
が
な
い
」
と
は
、「
意
識
だ
け
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
無
着
に
よ
っ
て
『
金
剛
般
若
経
』
の
逆
説
的
論
理
展
開
が
、
正
当
に
理

解
さ
れ
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。『
金
剛
般
若
経
』
が
最
も
注
意
を
払
っ
た
部
分
に
、
無
着
は
無
頓
着
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、『
金
剛
般
若
経
』
の
経
文
14
ｇ
に
は
、
次
の
よ
う
な
、
典
型
的
逆
説
が
示
さ
れ
て
い
る
。

na
tatra

satyam•
na

m
r• s• ā.

（
中
略
）evam

a-vastu-patito
bodhisattvo

dras• t• aavyo
yo

’vastu-patito
dānam•

parityajati.

そ
こ
に
は
真
理
も
な
く
、
虚
偽
も
な
い
。（
中
略
）
こ
の
よ
う
に
、
も
の
に
と
ら
わ
れ
ず
に
布
施
を
す
る
、
悟
り
を
求
め
る
人
は
、
も
の
に

と
ら
わ
れ
て
い
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
部
分
は
無
着
『
論
頌
』
で
は
第
三
十
四
頌
に
相
当
す
る
。
前
半
部
分
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
は
テ
キ
ス
ト
が
欠
け
て
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…[a]lābhatā

｜
ajñānātsapratis• t• hena

jñānād
anyena

lābhatā

‖

…
…
…
…
と
ら
わ
れ
の
あ
る
者
に
よ
っ
て
は
、
無
知
な
る
が
故
に
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
他
の
者
（
と
ら
わ
れ
の
な
い
者
）
は
、
智
慧
あ
る
が
故

に
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
半
部
は
、
ト
ッ
チ
本
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
（
24
）は

、

de
bz̆in

ñid
nirtag

tu
yan •

｜

kun
la

yod
bz̆in

m
ia• t’ob

pa

‖

と
な
っ
て
お
り
、「
真
実
は
い
つ
で
も
、
ま
た
、
ど
こ
に
で
も
在
る
が
、
得
ら
れ
な
い
」
の
意
。
流
支
訳
は
「
時
及
処
実
有
、
而
不
得
真
如
」（
時

及
び
処
に
お
い
て
実
に
有
れ
ど
も
、
真
如
を
得
ら
れ
ず
）、
義
浄
訳
は
「
常
時
諸
処
有
、
於
真
性
不
獲
」（
常
時
、
諸
処
に
有
れ
ど
も
、
真
性
に
於
い
て
は
獲
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ら
れ
ず
）。
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
、
二
漢
訳
に
よ
っ
て
原
テ
キ
ス
ト
の
欠
け
た
部
分
を
補
っ
て
、
前
半
部
を
訳
し
な
お
せ
ば
、

真
理
は
い
つ
で
も
、
ま
た
、
ど
こ
に
で
も
在
る
が
、（
と
ら
わ
れ
の
あ
る
者
に
よ
っ
て
は
）
得
ら
れ
な
い
。

と
な
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
、
無
着
に
よ
る
原
典
の
読
み
か
え
、
あ
る
い
は
原
典
か
ら
の
逸
脱
と
見
な
さ
ざ
る
を
え
な
い
。「
真
理
も
な
く
、

虚
偽
も
な
い
」（
す
な
わ
ち
「
空
」）
か
ら
、「
常
時
、
到
る
所
に
存
在
す
る
真
如
・
真
性
（
真
実
と
い
う
実
体
）」
へ
の
変
化
。
初
期
唯
識
派
の
思
想

が
『
金
剛
般
若
経
』
の
逆
説
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
は
っ
き
り
と
姿
を
見
せ
て
い
る
。

あ
と
一
つ
、
以
上
の
こ
と
に
関
連
の
あ
る
『
論
頌
』
を
挙
げ
よ
う
。
経
文
17
ｄ
に
対
す
る
第
四
十
四
頌
で
あ
る
。
ま
ず
経
文
を
引
く
。

sarva-dharm
ā

itiSubhūte
a-dharm

ās
T

athāgatena
bhās• itā.tasm

ād
ucyante

sarva-dharm
ā

(B
uddha-dharm

ā)
iti.

全
て
の
存
在
と
い
う
の
は
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
存
在
が
な
い
こ
と
だ
、
と
如
来
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
。
そ
れ
故
に
、
全
て
の
存
在
、（
悟
っ

た
存
在
、）
と
言
わ
れ
る
。

（
17
ｄ
）

羅
什
訳
「
所
言
一
切
法
者
、
即
非
一
切
法
、
是
故
名
一
切
法
」（
言
う
所
の
一
切
法
者は

、
即
ち
一
切
法
に
非
ら
ず
、
是
の
故
に
一
切
法
と
名
づ
く
）

（

）
内
の
「B

uddha-dharm
ā

」（
悟
っ
た
存
在
）
は
、
ト
ッ
チ
本
に
よ
れ
ば
、
ギ
ル
ギ
ッ
ト
本
他
に
は
欠
け
て
い
る
箇
所
で
あ
り
、
衍
文
の
可
能

性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
ま
た
、
逆
説
表
現
に
於
け
る
繰
り
返
し
表
現
の
名
残
り
（dharm

ā

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
）
と
も
考
え
得
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
経
文
も
、
や
は
り
、『
金
剛
般
若
経
』
の
基
本
的
論
理
展
開
を
示
し
て
い
る
。
次
に
該
当
の
『
論
頌
』
第
四
十
四
頌
を
引
く
。
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
原
文
は
、
や
は
り
前
半
部
を
欠
く
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…na

m
r• s• ā

paridı̄pitā

｜

dharm
ās

tato
buddhadharm

āh•
sarve

’bhāvasvalaks• anāh•

‖

テ
キ
ス
ト
の
欠
け
た
所
は
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
に
よ
っ
て
補
い
つ
つ
、
訳
し
て
み
よ
う
（
25
）。
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（
悟
り
の
本
質
は
）
特
徴
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
特
徴
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
虚
妄
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
完
全
に
説
か
れ
た
。
そ
れ
故

に
、
全
て
の
存
在
の
在
り
方
は
、
目
覚
め
た
人
の
（
説
か
れ
た
）
存
在
の
在
り
方
で
あ
る
。
全
て
は
非
存
在
と
い
う
自
ら
の
特
徴
を
持
つ
。

末
句
の
み
漢
訳
を
示
す
と
、
流
支
は
「
一
切
自
体
相
」（
一
切
は
自
体
の
相
な
り
）、
義
浄
は
「
皆
非
有
為
相
」（
皆
、
非
有
も
て
相
と
為な

す
）
と
し
て

い
る
。
世
親
の
『
釈
論
』
で
は
、
こ
れ
を
「
真
如
」
と
い
う
語
を
用
い
て
解
し
て
い
る
。
流
支
訳
で
は
「
一
切
法
は
真
如
体
な
り
」、
義
浄
訳
で

は
「
一
切
法
は
真
如
を
以
て
自
性
と
為
す
」
と
い
う
解
説
で
あ
る
。
無
着
は
『
金
剛
般
若
経
』
の
解
釈
を
通
し
て
、
本
物
と
は
似
て
非
な
る
結
論

を
導
き
出
し
た
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
『
金
剛
般
若
経
』
が
最
も
忌
避
し
た
方
向
で
さ
え
あ
る
。
無
着
、
世
親
に
相
対
的
に
稀
薄
な
の
は
、「
衆
生
」

へ
の
説
き
聞
か
せ
、「
衆
生
」
の
救
済
の
意
識
で
あ
り
、
こ
の
意
識
の
稀
薄
さ
が
、
彼
ら
が
つ
い
に
『
金
剛
般
若
経
』
を
正
確
に
理
解
し
得
な
か

っ
た
、
そ
の
根
本
原
因
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
思
わ
れ
る
。

四

横
山
紘
一
は
、
そ
の
著
『
唯
識
の
哲
学
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
九
年
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
瑜
伽
行
派
（
＝
唯
識
派
）
は
、

一
切
諸
法
が
決
定
的
に

、
、
、
、

無
自
性
で
あ
る
こ
と
に
反
対
し
、
あ
る
意
味
で
自
性
を
も
つ
存
在
を
認
め
よ
う
と
す
る
。」（
二
七
〇
・
二
七
一
頁
。
括
弧
内

の
注
、
傍
線
は
小
池
に
よ
る
。）
無
着
の
『
金
剛
般
若
経
論
頌
』
で
の
態
度
は
、
初
期
唯
識
派
に
一
般
の
も
の
で
あ
っ
た
。
横
山
は
ま
た
言
う
。「
瑜

伽
行
派
は
、
空
を
論
理
の
世
界
か
ら
自
己
の
体
験
の
世
界
に
引
き
も
ど
し
、
自
己
の
心
と
い
う
具
体
的
な
認
識
活
動
の
場
に
お
い
て
空
を
体
験
的

に
把
握
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。」（
二
七
二
頁
）

長
尾
雅
人
は
、
こ
の
「
自
性
を
も
つ
存
在
」
を
、
論
文
「
空
性
に
於
け
る
余
れ
る
も
の
」（
長
尾
雅
人
『
中
観
と
唯
識
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
、
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所
収
（
26
））
で
、「
余
れ
る
も
の
」
と
い
う
言
葉
で
捉
え
て
い
る
。
長
尾
が
そ
こ
に
引
く
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
『
菩
薩
地
』
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
に
次

の
よ
う
に
あ
る
。（
五
五
七
頁
注
二
二
、
訳
は
小
池
に
よ
る
）

y
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ati
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atrāv
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b
h
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ati

tat
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stı̄ti

yathābhūtam•
prajānāti.

あ
る
も
の
が
そ
こ
に
存
在
し
な
い
よ
う
な
、
そ
の
様
な
そ
こ
は
、
そ
の
も
の
に
於
い
て
は
空
で
あ
る
、
と
あ
る
が
ま
ま
に
考
え
る
。
そ
し

て
さ
ら
に
、
こ
こ
に
留
ま
っ
て
い
る
残
さ
れ
た
も
の
、
そ
れ
は
こ
こ
に
存
在
し
続
け
て
い
る
、
と
あ
る
が
ま
ま
に
知
る
。

長
尾
に
よ
れ
ば
、
右
の
文
は
、
も
と
は
パ
ー
リ
語
経
典
「
小
空
経
」
に
発
す
る
。
参
考
の
た
め
に
、
そ
の
原
文
を
長
尾
に
よ
り
引
き
、
訳
を
付
す

（
五
五
五
頁
注
六
）。

Iti
yam•

hi
kho

tattha
na

hoti,
tena

tam•
suññam•

sam
anupassati

;
yam•

pana
tattha

avasit• t• ham•
hoti,

tam•
santam•

idam
atthı̄ti

pajānāti.

実
に
、
そ
の
も
の
が
そ
こ
に
存
在
し
な
い
よ
う
な
、
そ
こ
は
、
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
空
虚
で
あ
る
と
、
彼
は
見
な
す
。
し
か
し
、
そ
こ

に
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
そ
こ
に
な
お
存
在
し
続
け
て
い
る
、
と
知
る
。

分
か
り
難
く
、
か
つ
微
妙
な
文
章
な
の
で
、
さ
ら
に
長
尾
に
よ
り
『
菩
薩
地
』
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
を
挙
げ
て
、（
小
池
）
訳
を
付
す
（
五
五
八
頁
注

二
四
）。

“gan •
la

gan •
m

ed
pa

de
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ston •
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yan •
dag

par
m

thon •
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｜
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lhag
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gan •
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par
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źes
yan •

dag
pa
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bźin
du
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tu

śes
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そ
こ
に
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
い
よ
う
な
、
そ
こ
は
、
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
空
虚
で
あ
る
と
確
か
に
見
る
一
方
で
、
ま
た
、
こ
こ
に
残
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っ
て
い
る
何
か
あ
る
も
の
、
そ
れ
は
こ
こ
に
確
か
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
確
か
に
、
あ
る
が
ま
ま
に
、
よ
く
理
解
す
る
。

長
尾
は
、
別
書
で
こ
う
言
っ
て
い
る
。（
長
尾
雅
人
訳
注
『
大
乗
仏
典
15
世
親
論
集
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
一
年
、
解
説
四
一
六
頁
）

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
空
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
が
、
な
お
そ
こ
に
「
余
れ
る
も
の
」（avaśis• t• am

）、「
言
い
あ
ら
わ
し
え
な
い
実
体
」

（nirabhilāpya-svabhāva

）
が
、
夢
幻
の
ご
と
く
空
な
る
も
の
す
べ
て
の
基
体
（āśraya

）
と
し
て
あ
る
、
そ
し
て
そ
れ
は
仏
陀
の
知
の
対
象

で
し
か
な
い
、
と
認
め
る
と
こ
ろ
か
ら
唯
識
思
想
は
は
じ
ま
る
。

思
う
に
、
初
期
唯
識
派
は
「
空
」
を
認
め
る
に
耐
え
難
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
余
れ
る
も
の
」「
す
べ
て
の
基
体
」
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
、

彼
ら
の
意
図
に
反
し
て
、
む
し
ろ
常
識
、
日
常
の
感
覚
を
あ
る
が
ま
ま
に

、
、
、
、
、
、

認
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
、「
空
」
の

思
想
の
生
ま
れ
来
た
っ
た
由
来
が
忘
却
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
う
ち
捨
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
面
で
の
考
察
を
、
さ
ら
に
多
面
的
に
進
め
る
為
に
、
や
や
後
の
唯
識
派
（
中
期
唯
識
派
）
思
想
家
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
（D

ignāga

＝
陳
那
）
の
般

若
経
解
釈
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
の
部
分
は
、
す
べ
て
服
部
正
明
の
論
文
「
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
般
若
経
解
釈
」（『
大
阪
府
立
大
学
紀
要

人
文
・
社
会
科
学
』
巻
九
、
一
九
六
一
年
三
月
）
に
教
え
ら
れ
て
い
る
。
服
部
に
よ
る
と
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
著
の
『
般
若
経
の
要
義
』
に
は
、
彼
の
唯

識
思
想
の
形
而
上
学
的
側
面
（
最
高
の
実
在
が
如
何
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
）
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
般
若

波
羅
蜜
多
」（
般
若
経
で
説
く
最
高
の
智
慧
）
は
「
無
二
知
（advayam •

jñanam

）」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
対
象
と
主
観
の
分
か
た
れ
ぬ
知
」「
実
在

そ
の
も
の
を
証
得
す
る
知
」
で
あ
る
。
以
下
服
部
の
論
文
よ
り
引
く
。

空
空
（
小
池
注
―
十
六
種
の
空
の
一
、
空
の
空
）
は
、
身
体
等
の
空
を
知
る
知
も
内
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
無
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
に
解
釈

さ
れ
た
。
唯
識
説
に
於
い
て
は
、
先
ず
外
的
対
象
の
実
在
性
を
否
定
し
、
そ
れ
は
た
だ
識
に
表
象
さ
れ
て
い
る
限
り
に
於
い
て
あ
る
に
す

ぎ
ぬ
と
な
す
。
然
し
識
も
ま
た
実
有
で
は
な
い
。
被
把
捉
物
た
る
対
象
の
非
実
在
性
に
つ
い
て
の
自
覚
は
、
把
捉
者
た
る
識
の
根
拠
を
無
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化
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
把
捉
者
・
被
把
捉
物
の
空
、
即
ち
完
全
存
在
が
証
得
さ
れ
る
。

（
一
二
六
頁
）

こ
こ
で
言
う
「
完
全
存
在
」
が
長
尾
言
う
と
こ
ろ
の
「
余
れ
る
も
の
」
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
非
存
在
」「
空
」
が
、
最
終
的
に
「
存

在
」
へ
と
転
化
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
般
若
経
」
の
教
え
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
『
般
若
経
の
要
義
』
よ
り
の
服
部

の
引
用
を
さ
ら
に
引
く
と
（
一
三
三
頁
）、

真
理
を
知
る
者
は
す
べ
て
の
名
称
を
存
在
物
に
対
応
す
る
も
の
と
は
決
し
て
認
め
な
い
。
従
っ
て
、
此
の
こ
と
は
語
〔
そ
の
も
の
〕
の
否

定
な
の
で
は
な
い
。

（
四
五
―
五
三
）

〔
尊
者
は
〕「
般
若
波
羅
蜜
多
も
、
仏
も
、
或
は
同
じ
ま
た
菩
薩
も
名
称
の
み
に
過
ぎ
な
い
」
と
説
く
の
で
あ
る
。〔
然
し
〕
事
物
〔
そ
の
も

の
〕
は
否
定
さ
れ
な
い
。

（
四
八
―
五
二
）

右
に
言
う
「
語
の
意
味
す
る
も
の
」
と
「
存
在
物
」
の
対
応
の
否
定
に
つ
い
て
は
、『
金
剛
般
若
経
』
然
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
語
そ
の
も
の

の
否
定
で
は
な
い
」
と
い
う
論
断
を
見
る
と
、『
金
剛
般
若
経
』
に
は
、
言
語
表
現
へ
の
二
段
構
え
の
対
応
が
有
り
、
そ
れ
が
独
特
の
逆
説
を
生

む
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
認
識
が
、
唯
識
派
の
思
想
家
た
る
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
に
は
欠
落
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、「
事
物
そ
の
も
の
は
否
定
さ
れ
な
い
」
と
い
う
断
定
に
つ
い
て
は
、『
金
剛
般
若
経
』
に
照
ら
せ
ば
、「
事
物
」
は
こ
だ
わ
り
の
対
象
と
し

て
は
い
け
な
い
、
そ
れ
は
名
と
形
へ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
か
ら
生
ま
れ
る
、
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、「
事
物
」
は
、
決
し
て
「
否
定
さ
れ
な
い
」

と
は
言
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
よ
う
な
命
題
の
立
て
方
そ
の
も
の
が
、『
金
剛
般
若
経
』
の
教
え
か
ら
す
る
と
、
根
拠
が

な
い
の
で
あ
る
。
以
上
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
見
解
を
め
ぐ
っ
て
、
服
部
に
よ
り
つ
つ
、
私
自
身
の
考
え
を
述
べ
て
み
た
。

こ
こ
で
も
う
一
度
、
無
着
に
戻
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
無
着
に
は
、
自
ら
の
唯
識
の
立
場
を
全
面
的
、
体
系
的
に
述
べ
た
『
摂
大
乗
論
』
が
あ

る
。
こ
れ
に
は
、
長
尾
雅
人
が
訳
注
を
施
し
て
い
る
（『
イ
ン
ド
古
典
叢
書
　
摂
大
乗
論
　
和
訳
と
注
解
（
上
・
下
）』
渓
淡
社
、
昭
和
五
七
、
六
二
年
）。
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今
、
玄
奘
訳
に
よ
り
（
27
）

、
二
、
三
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
ま
ず
、
三
―
一
七
に
、『
分
別
瑜
迦
論
』
を
引
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

菩
薩
於
定
位
　
　
菩
薩
は
定
位
（
禅
定
）
に
於
い
て
、

観
影
唯
是
心
　
　
影
（
現
象
）
は
唯
だ
是
れ
心
な
る
の
み
と
観
ず
。

義
想
既
滅
除
　
　
義
の
想
い
は
既
に
滅
除
せ
ら
れ
、

審
観
唯
自
想
　
　
審
か
に
唯
だ
自
ら
想
す
る
の
み
と
観
ず
。

如
是
住
内
心
　
　
是
く
の
如
く
内
に
心
を
住
せ
し
め
、

知
所
取
非
有
　
　
取
る
所
（
対
象
）
は
非
有
な
り
と
知
る
。

次
能
取
亦
無
　
　
次
に
能
く
取
る
（
主
観
）
も
亦
た
無
な
り
と
し
て
、

後
触
無
所
得
　
　
後
に
無
所
得
（
認
識
で
は
得
ら
れ
ぬ
も
の
）
に
触
る
。

『
摂
大
乗
論
』
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
長
尾
が
訳
注
書
に
収
録
し
て
い
る
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
に
よ
っ
て
、
右
文
を
見
て
み

よ
う
（
28
）

。
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悟
り
を
求
め
る
人
が
禅
定
す
る
と
き
に
は
、
姿
（
現
象
）
は
た
だ
心
の
み
と
見
る
。
そ
し
て
、（
も
の
の
）
意
味
の
思
い
は
す
で
に
消
滅
し
て
、

自
身
の
思
い
が
知
る
、
と
い
う
こ
と
を
見
る
。
こ
の
よ
う
に
内
部
に
心
を
落
ち
着
け
、
受
け
取
ら
れ
る
も
の
（
対
象
）
は
存
在
し
な
い
と
よ
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く
観
察
し
、
次
に
、
見
る
も
の
（
主
観
）
は
存
在
し
な
い
と
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
に
、
取
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
（
無
所

得
）
に
触
れ
る
。

こ
の
部
分
は
、
他
書
か
ら
の
引
用
の
形
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
無
着
お
よ
び
初
期
唯
識
派
の
考
え
を
う
ま
く
要
約
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

ま
た
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
思
想
の
前
身
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
禅
定
を
通
し
て
主
観
と
対
象
を
「
無
」
と
観
察
す
る
。
そ
の
後
に
余
っ
た
も

の
（
無
所
得
）
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、「
有
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

次
に
、『
摂
大
乗
論
』
の
三
―
十
八
を
取
り
上
げ
よ
う
。
今
度
は
『
大
乗
荘
厳
論
』
か
ら
の
引
用
で
、
こ
れ
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
が
残

っ
て
い
る
。
同
じ
く
、
長
尾
の
訳
注
書
に
引
用
す
る
も
の
に
よ
っ
て
、
原
文
を
左
に
示
す
（
下
九
四
頁
）。
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jalpam
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‖

彼
（
悟
り
を
求
め
る
人
）
は
、
対
象
は
た
だ
言
葉
の
み
で
あ
る
と
知
っ
て
、
そ
れ
（
対
象
）
に
似
た
心
の
み
で
あ
る
、
と
の
立
場
に
立
つ
。
そ

し
て
、
存
在
の
根
源
（dharm

adhātu

）
は
そ
れ
故
に
、
二
つ
の
特
徴
（
主
観
と
対
象
）
か
ら
離
れ
て
い
る
と
の
明
証
に
達
す
る
。

玄
奘
訳
も
示
そ
う
。

若
知
諸
義
唯
是
言

若も

し
諸
義
は
唯
だ
是
れ
言
な
る
の
み
と
知
り
、

即
住
似
彼
唯
心
理

即
ち
彼
に
似
た
る
（
唯
だ
）
心
の
み
と
の
理
に
住
せ
ば
、

便
能
現
証
真
法
界

便
ち
能
く
真
法
界
の
、

是
故
二
相
悉
�
除じ
ょ

是
の
故
に
二
相
の

こ
と悉ご
と

く
�
除じ
ょ

除
せ
ら
れ
た
る
を
現
証
せ
ん
。

唯
識
派
の
論
著
に
様
々
な
言
い
回
し
で
出
て
く
る
「
存
在
の
根
源
」
は
、
す
な
わ
ち
、
唯
識
派
に
あ
っ
て
は
、
ア
ラ
ヤ
識
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
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い
て
は
『
摂
大
乗
論
』
の
冒
頭
（
一
―
一
）
で
、『
阿
毘
達
磨
大
乗
経
』
な
る
書
を
引
き
、「
阿
頼
耶
識
」（
玄
奘
の
訳
語
）
の
由
来
を
説
明
し
て
い

る
の
が
参
考
に
な
る
。
こ
の
部
分
、
長
尾
に
よ
れ
ば
別
書
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
、
そ
れ
を
引
く
（
29
）

。

anādikāliko
dhātuh•

sarvadharm
asam

āśrayah•

｜

tasm
in

satigatih•
sarvā

nirvān• ādhigam
o

’pica

‖

無
始
以
来
の
要
素
（
ア
ラ
ヤ
識
）
が
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
に
と
っ
て
等
し
く
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
あ
る
故
に
、
全
て
の
（
迷
い
を
生

む
）
行
動
が
あ
り
、
静
寂
へ
の
到
達
（
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
）
が
あ
る
。

「
無
始
」
と
は
、
ま
だ
時
間
も
な
か
っ
た
よ
う
な
、
太
古
を
い
う
。
次
に
、
玄
奘
訳
を
示
そ
う
（
30
）

。

無
始
時
来
界
　
　
無
始
の
時
（
以
）
来
の
界
は

一
切
法
等
依
　
　
一
切
の
法
の
等
し
く
依
る
と
こ
ろ
な
り

由
此
有
諸
趣
　
　
此
れ
に
由
り
て
諸
々
の
趣

及
涅
槃
証
得
　
　
及
び
涅
槃
の
証
得
有
り

チ
ベ
ッ
ト
語
訳
も
示
し
て
お
こ
う
（
31
）

。

thog
m

a
m

ed
pah• idus

kyidbyin •s

｜

chos
rnam

s
kun

gyignas
yin

te

｜

de
yod

pas
na

h• gro
kun

dan •

｜

m
ya

n •an
h• das

pah• an •
thob

h• gyur

｜

無
始
の
時
以
来
の
領
域
は
、
諸
々
の
存
在
す
べ
て
の
拠
り
所
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
行
動
す
べ
て
と
、
苦
の
消
滅
も
ま
た
得
ら
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れ
る
の
で
あ
る
。

右
に
挙
げ
た
「dhātu

」「
界
」「dbyin •s

」
こ
そ
が
、
究
極
の
存
在
、「
無
の
有
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

五

無
着
の
『
金
剛
般
若
経
論
頌
』
に
見
ら
れ
る
「
般
若
経
」
理
解
は
、
龍
樹
（nāgārjuna

）
の
『
中
論
』
（
32
）

に
最
も
端
的
か
つ
理
論
的
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
「
空
観
」「
中
観
」
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
釈
迦
の
教
え
か
ら
大
き
く
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
、『
中
論
』
の
本
文
に
即
し
つ
つ
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
龍
樹
は
、「
空
観
」
の
立
場
に
立
っ
て
、
も
の
の
「
存
在
」
を
一
切
認
め
な
い
。

na
sthitabhāvastis• t• hatyasthitabhāvo

na
tis• t• hati/

na
tis• t• hatitis• t• ham

ānah•
ko

’nutpannaśca
tis• t• hati//

す
で
に
存
在
し
て
い
る
も
の
は
、
存
在
し
な
い
。
未
だ
存
在
し
な
い
も
の
は
、
存
在
し
な
い
。
現
に
存
在
す
る
も
の
も
の
は
、
存
在
し
な

い
。
生
じ
も
し
な
い
一
体
何
が
、
存
在
す
る
の
か
（
33
）

。

（
七
―
二
十
二
）

羅
什
訳
は
「
不
住
法
不
住
、
住
法
亦
不
住
、
住
時
亦
不
住
、
無
生
云
何
在
」（
住
せ
ざ
る
法
は
住
せ
ず
、
住
せ
る
法
も
亦
住
せ
ず
、
住
せ
る
時
も
亦
住
せ

ず
、
生
ず
る
無
き
も
の
云い

何か

に
か
在
ら
ん
や
）
で
あ
る
。
一
方
、
龍
樹
は
「
非
存
在
」
を
も
認
め
な
い
。

bhāvasya
cedaprasiddhirabhāvo

naiva
sidhyati/

bhāvasya
hyanyathābhāvam

abhāvam•
bruvate

janāh•
//

も
し
存
在
が
成
立
し
な
け
れ
ば
、
非
存
在
も
成
り
立
た
な
い
。
存
在
の
別
様
の
在
り
方
を
、
人
々
は
非
存
在
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
か
ら
。
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（
一
五
―
五
）

羅
什
訳
は
、「
有
若
不
成
者
、
無
云
何
可
成
、
因
有
有
法
故
、
有
壊
名
為
無
」（
有ゆ
う

若も

し
成
ら
ず
ん
ば
、
無む

云い

何か

に
か
成
る
可
け
ん
や
。
有
法
有
る
に
因
り

て
の
故
に
、
有
の
壊こ
わ

る
る
を
名
づ
け
て
無
と
為
す
）。
龍
樹
は
ま
た
、「
存
在
」
と
「
非
存
在
」
が
同
時
に
あ
る
こ
と
も
な
い
、
と
言
う
。

sataśca
tāvadbhāvasya

nirodho
nopapadyate

/

ekatve
na

hibhāvaśca
nābhāvaścopapadyate

//

ま
ず
第
一
に
、
現
に
存
在
し
て
い
る
存
在
の
消
滅
は
あ
り
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
同
時
に
存
在
で
も
な
く
、
非
存
在
で
も
な
い
と
い
う

こ
と
が
成
り
立
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

（
七
―
三
〇
）

羅
什
訳
は
、「
若
法
是
有
者
、
是
即
無
有
滅
、
不
応
於
一
法
、
而
有
有
無
相
」（
若
し
法
是
れ
有
な
ら
ば
、
是
れ
即
ち
有
の
滅
す
る
無
し
。
応ま
さ

に
一
法
に
於

い
て
し
て
、
有
と
無
の
相
有
る
べ
か
ら
ず
）。
ま
た
、
龍
樹
の
言
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

yadyastitvam•
prakr• tyā

syānna
bhavedasya

nāstitā
//

prakr• teranyathābhāvo
na

hijātūpapadyate
//

も
し
実
在
と
い
う
こ
と
が
、
性
質
に
お
い
て
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
実
在
に
と
っ
て
、
非
実
在
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
性
質
に
と
っ

て
、
別
様
の
在
り
方
と
い
う
こ
と
は
全
く
あ
り
得
な
い
の
だ
か
ら
。

（
一
五
―
八
）

羅
什
訳
は
、「
若
法
実
有
性
、
後
則
不
応
異
、
性
若
有
異
相
、
是
事
終
不
然
」（
若
し
法
に
実
に
性
有
あ
ら
ば
、
後
に
は
則
ち
応ま
さ

に
異
な
る
べ
か
ら
ず
。
性

に
若
し
異
相
有
ら
ば
、
是
の
事
終つ
い

に
然し
か

ら
ざ
ら
ん
）。

こ
の
龍
樹
の
考
え
は
、
唯
識
派
の
「
余
れ
る
も
の
」
が
存
在
す
る
と
い
う
、「
無
の
有
」
の
見
解
を
、
正
面
か
ら
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、「
空
」
と
い
う
性
質
を
も
っ
た
あ
る
所
に
、
何
か
あ
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
龍
樹
は
、
こ
の
よ
う
な
「
無
」
と
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「
有
」
へ
の
こ
だ
わ
り
、
と
ら
わ
れ
を
捨
て
る
べ
き
こ
と
を
言
う
。

astı̄tiśāśvatagrāho
nāstı̄tyucchedadarśanam

/

tasm
ādastitvanāstitve

nāśrı̄yeta
vicaks• an• ah•

//

「
有
る
」
と
い
う
の
は
、
不
変
に
と
ら
わ
れ
た
見
方
で
あ
り
、「
無
い
」
と
い
う
の
は
、
断
絶
し
た
見
方
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
賢
明
な
る
人

は
、「
有
る
こ
と
」「
無
い
こ
と
」
に
つ
い
て
執
着
す
べ
き
で
は
な
い
。

（
一
五
―
一
〇
）

羅
什
訳
は
、「
定
有
則
著
常
、
定
無
則
著
断
、
是
故
有
智
者
、
不
応
著
有
無
」（
有
り
と
定
む
れ
ば
、
則
ち
常
に
著
せ
ん
。
無
し
と
定
む
れ
ば
、
則
ち
断
に

著
せ
ん
。
是
の
故
に
智
有
る
者
は
、
応
に
有
と
無
と
に
著
す
べ
か
ら
ず
）。『
中
論
』
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
の
は
、「
存
在
」
で
も
「
非
存
在
」
で
も
な

い
、
静
寂
（
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
）
で
あ
る
。

prahān• am•
cābravı̄cchāstā

bhavasya
vibhavasya

ca
/

tasm
ānna

bhāvo
nābhāvo

nirvān• am
itiyujyate

//

ま
た
、
存
在
と
非
存
在
と
の
放
棄
を
師
は
語
ら
れ
た
。
そ
れ
故
に
、
静
寂
（nirvān• a

）
は
存
在
で
も
非
存
在
で
も
な
い
、
と
い
う
の
が
適
切

で
あ
る
。

（
二
五
―
一
〇
）

無
着
、
唯
識
派
で
は
、「
空
」
は
「
無
」、「
無
」
は
「
有
」、「
有
」
は
「
実
有
」
す
な
わ
ち
「
絶
対
存
在
」
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
対
象
は

「
無
」、
そ
れ
を
認
識
す
る
「
心
」
も
「
無
」、
こ
の
両
者
の
「
無
」
を
知
っ
て
、
そ
れ
ら
を
離
れ
た
時
に
、
絶
対
的
「
有
」
に
達
す
る
と
考
え
ら

れ
た
。
龍
樹
は
こ
の
点
に
お
い
て
も
、「
空
観
」
の
立
場
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
。

śūnyatā
sarvadr• s• t• ı̄nām•

proktā
nih• saran• am•

jinaih•
/

yes• ām•
tu

śūnyatādr• s• t• istānasādhyān
babhās• ire

//
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「
空
虚
」
と
は
、
全
て
の
見
解
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
、
勝
者
（
仏
陀
）
た
ち
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
。
し
か
し
、「
空
虚
」
を
自
ら
の
見
解

と
す
る
よ
う
な
人
々
を
、
正
し
く
導
く
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と
、
ま
た
彼
ら
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
。

（
十
三
―
八
）

無
着
・
世
親
に
代
表
さ
れ
る
唯
識
派
こ
そ
が
、
ま
さ
し
く
「
空
虚
を
見
解
と
す
る
人
々
」
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
対
し
て
、
諸
々
の
見
解
・
と
ら

わ
れ
を
捨
て
る
の
が
釈
迦
の
教
え
で
あ
っ
た
。
龍
樹
は
、
全
て
の
見
解
を
離
れ
る
こ
と
を
、
次
に
よ
う
な
表
現
で
言
う
。

sarvam•
tathyam•

na
vā

tathyam•
tathyam•

cātathyam
eva

ca
/

naivātathyam•
naiva

tathyam• etadbuddhānuśāsanam
//

全
て
は
「
真
実
で
あ
る
」、
ま
た
は
「
真
実
で
は
な
い
」、「
真
実
で
あ
り
、
ま
た
真
実
で
は
な
い
」、「
真
実
で
な
い
こ
と
も
な
く
、
真
実
で

あ
る
こ
と
も
な
い
」。
こ
れ
が
、
諸
々
の
仏
の
教
え
で
あ
る
。

（
十
八
―
八
）

羅
什
訳
は
、「
一
切
実
非
実
、
亦
実
亦
非
実
、
非
実
非
非
実
、
是
名
諸
仏
法
」（
一
切
は
実
な
り
、
実
に
は
非
ら
ず
、
亦
実
に
し
て
亦
実
に
は
非
ら
ず
、
実

に
は
非
ら
ず
し
て
非
実
に
も
非
ら
ず
。
是
れ
諸
仏
の
法
と
名
づ
く
）。

今
、「
真
実
（
実
）
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
「
A
」
と
置
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
右
の
文
で
は
、「
A
」
と
「
非
A
」
と
「
A
で
あ
り
、
非
A

で
あ
る
」（
矛
盾
律
）
と
「
非
A
で
も
な
く
、
A
で
も
な
い
」
の
四
つ
の
場
合
が
同
時
に
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
四
つ
の
場
合
は
、
も
の
の
有
り

様よ
う

の
全
て
の
可
能
性
を
覆
い
尽
く
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
全
て
を
同
時
に
認
め
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
は
、「
A
」
と
い
う
言
葉
を

め
ぐ
っ
て
、
自
ら
の
見
解
を
立
て
ぬ
こ
と
に
等
し
い
。
自
ら
は
一
つ
の
見
解
を
立
て
ず
、
し
か
も
時
に
応
じ
て
言
葉
を
発
す
る
。
そ
の
言
葉
は
、

一
つ
の
見
解
か
ら
発
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
目
覚
め
し
人
の
教
え
（anuśāsana

）
の
場
で
、
教
え
の
必
要
の
た
め
に
発
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
二
種
類
の
真
理
を
認
め
る
龍
樹
の
考
え
方
と
関
係
が
あ
る
。
や
は
り
『
中
論
』
に
、

dve
satye

sam
upāśritya

buddhānām•
dharm

adeśanā
/
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lokasam• vr• tisatyam•
ca

satyam•
ca

param
ārthatah•

//

二
つ
の
真
理
に
基
づ
い
て
、
目
覚
め
し
人
々
の
法
の
教
え
が
あ
る
。
世
間
の
中
か
ら
起
こ
る
真
理
と
、
最
高
の
意
味
あ
る
も
の
と
し
て
の

真
理
と
で
あ
る
。

（
二
四
―
八
）

羅
什
訳
は
、「
諸
仏
依
二
諦
、
為
衆
生
説
法
、
一
以
世
俗
諦
、
二
第
一
義
諦
」（
諸
仏
は
二
諦
に
依
り
て
、
衆
生
の
為
に
法
を
説
く
。
一
は
世
俗
諦
を
以
っ

て
し
、
二
は
第
一
義
諦
な
り
）。『
中
論
』
に
ま
た
、

vyavahāram
anāśritya

param
ārtho

na
deśyate

/

parm
ārtham

anāgam
ya

nirvān• am•
nādhigam

yate
//

日
常
の
習
慣
（
世
俗
の
言
葉
）
に
よ
ら
な
い
で
、
最
高
の
真
理
は
示
さ
れ
な
い
。
最
高
の
真
理
に
達
し
な
い
で
、
完
全
な
（
苦
し
み
か
ら
の
）

離
脱
は
達
せ
ら
れ
な
い
。

（
二
四
―
一
〇
）

羅
什
訳
は
、「
若
不
依
俗
諦
、
不
得
第
一
義
、
不
得
第
一
義
、
則
不
得
涅
槃
」（
若
し
俗
諦
に
依
ら
ず
ん
ば
、
第
一
義
を
得
ざ
ら
ん
。
第
一
義
を
得
ざ
れ
ば
、

則
ち
涅
槃
を
得
ざ
ら
ん
）。『
金
剛
般
若
経
』
の
、
衆
生
に
向
け
て
、
根
気
強
く
、
彼
ら
に
分
か
る
言
葉
で
語
り
か
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
と
共
通
の
も

の
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢
が
、『
金
剛
般
若
経
』
特
有
の
反
語
表
現
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
初
期

唯
識
派
は
、
ひ
た
す
ら
に
己
の
「
心
」
に
沈
潜
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
堅
持
し
、
そ
の
結
果
、「
無
」
の
彼
方
に
「
有
」
＝
「
絶
対
存
在
」
を
認

め
る
に
至
る
。
思
考
の
営
為
は
そ
こ
で
停
止
し
、
今
度
は
、
到
達
さ
れ
た
「
絶
対
存
在
」
か
ら
順
次
下
降
す
る
よ
う
に
し
て
、
外
界
に
向
か
い
合

う
意
識
の
検
証
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

六
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さ
て
、
こ
こ
ま
で
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
と
漢
訳
、
ま
た
一
部
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
を
併
用
し
つ
つ
考
察
を
続
け
て
き
た
が
、
最
後
に
、
仏
典
の

漢
訳
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
漢
訳
仏
典
は
以
上
論
じ
て
き
た
よ
う
な
、
初
期
唯
識
派
と
般
若
・
中
観
派
と
の
食
い
違
い
、

乖
離
を
正
し
く
反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
こ
こ
ま
で
に
引
用
し
て
き
た
漢
訳
部
分
に
つ
い
て
、
こ
の
面
か
ら
改
め
て
振
り
返
っ
て
み

よ
う
。

漢
訳
仏
典
で
は
、「bhāva
」（
存
在
）
に
は
「
有
」、「abhāva

」（
非
存
在
）
に
は
「
無
」
が
対
置
さ
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。「abhāva

」

の
「a

」
は
、
後
置
の
語
を
否
定
す
る
。
た
だ
し
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
そ
れ
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
指
示
す
る
語
で
あ
る
場
合
も
あ
る
（
34
）

。
こ

の
場
合
は
、
訳
語
と
し
て
は
、「
非
」
が
適
当
で
あ
ろ
う
。「
無
」
は
、
時
に
「
非
有
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「abhāva

」
の
直

訳
と
考
え
ら
れ
る
。「
有
」「
無
」
は
し
か
し
な
が
ら
、
漢
訳
に
お
い
て
、
一
般
の
漢
語
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
た
だ
単
に
「
あ
る
」「
な
い
」

を
言
う
時
に
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
金
剛
般
若
経
』
８
の
逆
説
部
分
に
は
、
前
述
の
如
く
「
須
菩
提
、
所
謂
仏
法
者
、
即
非
仏
法
」、
同
10
ｂ
に
は
、「
荘
厳
佛
土
者
、
則
非
荘

厳
、
是
名
荘
厳
」、
14
ａ
に
は
、「
世
尊
、
是
実
相
者
則
是
非
相
、
是
故
如
来
説
名
実
相
」
と
あ
る
。
右
の
例
、
す
べ
て
原
典
の
繰
り
返
し
表
現
を

欠
い
て
い
る
。
羅
什
訳
の
ほ
う
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
コ
ン
ズ
本
よ
り
古
形
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
35
）

の
で
、
古
形
で
は
繰
り
返
し
が
無
か

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
わ
た
し
は
こ
れ
ら
の
場
面
で
は
、
古
層
に
お
い
て
既
に
有
っ
た
も
の
を
、
漢
訳
す
る
場
合
に
、
不
要
な
も

の
と
し
て
省
い
た
も
の
と
考
え
た
い
。
ま
た
、
右
の
始
め
二
例
が
「
是
故
」
を
欠
い
て
い
る
の
は
、『
金
剛
般
若
経
』
の
逆
説
の
論
理
を
正
確
に

は
写
し
と
っ
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
14
ａ
の
「
非
相
」
は
、
コ
ン
ズ
本
の
「a-bhūta-sam•

jñā

」
で
は
な
く
、
中
央
ア
ジ
ア
本
の

「asam•
jñā

」
を
訳
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
36
）

。
こ
れ
が
古
形
で
あ
ろ
う
。
羅
什
訳
は
、
意
味
の
翻
訳
に
お
い
て
正
確
さ
を
欠
く
こ
と
が
る
一
方
、
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テ
キ
ス
ト
の
古
い
姿
を
留
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

無
着
『
論
頌
』
の
漢
訳
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
第
十
一
頌
を
見
て
み
よ
う
。
流
支
訳
で
は
、「
一
切
空
無
物
」「
実
有
」
と
有
り
、
原
文

に
は
無
い
「
空
」
が
「
無
物
」
の
前
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
義
浄
訳
は
そ
の
点
正
確
に
、「
皆
無
故
」「
非
有
有
」
と
直
訳
し
て
い
る
。
世

親
『
論
釈
』
の
訳
を
見
れ
ば
、
流
支
訳
で
は
「
彼
法
無
我
空
、
実
有
」
と
や
は
り
「
空
」
を
訳
語
に
入
れ
て
い
る
が
、
義
浄
訳
で
は
、「
即
非
非

有
、
有
非
有
性
」
と
あ
り
、
直
訳
に
よ
り
近
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
義
浄
訳
の
場
合
も
、「
非
有
性
」
と
い
う
訳
語
は
原

文
よ
り
一
歩
解
釈
を
進
め
て
い
る
可
能
性
が
残
る
。『
論
頌
』
第
三
十
四
頌
で
は
、
流
支
訳
「
時
及
処
実
有
、
而
不
得
真
如
」、
義
浄
訳
「
常
時
諸

処
有
、
於
真
性
不
獲
」
と
あ
っ
て
、「
真
如
」「
真
性
」
が
「
真
実
」
の
訳
語
に
当
て
ら
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。『
論
頌
』
第
四
十
四
頌
は
、

経
文
17
ｄ
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。
経
文
の
羅
什
訳
は
、

所
言
一
切
法
者
、
即
非
一
切
法
、
是
故
名
一
切
法
、

言
う
所
の
一
切
法
は
、
即
ち
一
切
法
に
非
ず
。
是
の
故
に
一
切
法
と
名
づ
く
。

こ
の
第
四
十
四
頌
の
末
句
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
（
三
一
三
頁
既
出
）
で
は
、「
全
て
は
、
非
存
在
と
い
う
自
ら
の
特
徴
を
も
つ
」
と
な
っ
て

お
り
、
流
支
訳
「
一
切
自
体
相
」
は
か
な
り
の
意
訳
で
あ
る
の
の
対
し
て
、
義
浄
訳
「
皆
非
有
為
相
」
は
ほ
ぼ
直
訳
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、

「sva

」（「
自
」）
が
語
数
（
五
言
リ
ズ
ム
）
の
関
係
で
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
、『
摂
大
乗
論
』
の
玄
奘
訳
か
ら
再
度
引
く
と
（
37
）

、

菩
薩
於
定
位
　
　
菩
薩
は
定
位
（
座
禅
）
に
於
い
て
、

観
影
唯
是
心
　
　
影
（
現
象
）
は
唯
だ
是
れ
心
な
る
の
み
と
観
ず
。

義
想
既
滅
除
　
　
義
想
は
既
に
滅
除
せ
ら
れ
、
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審
観
唯
自
想
　
　
審
か
に
唯
だ
自
ら
想
す
る
の
み
と
観
ず
。

如
是
住
内
心
　
　
是
く
の
如
く
内
に
心
を
住
せ
し
め
、

知
所
取
非
有
　
　
取
る
所
（
対
象
）
は
非
有
な
り
と
知
る
。

次
能
取
亦
無
　
　
次
に
能
く
取
る
（
主
観
）
も
亦
た
無
な
り
と
し
て
、

後
触
無
所
得
　
　
後
に
無
所
得
（
認
識
で
は
得
ら
れ
ぬ
も
の
）
に
触
る
。

玄
奘
の
唯
識
論
理
解
の
高
い
水
準
も
あ
っ
て
、
非
常
に
明
解
で
、
的
確
な
訳
文
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
正
確
さ
は
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
と
対
照
し
て
も

明
ら
か
で
あ
る
。
時
代
が
降
る
に
従
い
、
唯
識
論
を
訳
す
る
に
適
し
た
訳
語
・
訳
文
が
成
長
し
て
き
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
超
越
的
実
体
が

あ
る
と
い
う
思
想
の
記
述
に
お
い
て
、
漢
訳
語
は
優
れ
た
能
力
を
獲
得
し
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
ま
た
、
唯
識
の
約
束
事
、
前
提
に
立

っ
て
の
狭
い
世
界
へ
と
収
斂
し
て
い
く
性
向
を
持
つ
も
の
で
も
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
こ
で
『
中
論
』
の
羅
什
訳
に
眼
を
向
け
れ
ば
、
事
情
は
逆
転
す
る
。
そ
の
一
五
―
五
（
三
二
一
頁
既
出
）
に
、

有
若
不
成
者
、
無
云
何
可
成
、
因
有
有
法
故
、
有
壊
名
為
無
、

右
三
、
四
句
目
に
お
い
て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
の
正
確
な
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。「
有
が
壊
れ
て
無
に
移
行
す
る
」
と
い
う
誤
解
を
生

む
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
は
、
そ
の
よ
う
な
恣
意
的
な
訳
が
施
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。『
中
論
』
二
十
五
―
一
〇
（
三
二
二
頁
既
出
）
の
羅
什
訳

は
、

如
仏
経
中
説
、
断
有
断
非
有
、
是
故
知
涅
槃
、
非
有
亦
非
無
、

仏
の
経
中
に
説
く
が
如
く
、
有
を
断
ち
非
有
を
断
つ
。
是
の
故
に
知
る
、
涅
槃
の
、
有
に
非
ず
亦
無
に
非
ら
ざ
る
を
。

「
非
無
」
は
本
来
「
非
非
有
」
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
五
言
リ
ズ
ム
に
収
め
る
た
め
に
「
無
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。「
有
」
に
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対
す
る
に
「
非
有
」
で
は
な
く
て
、「
無
」
と
さ
れ
る
と
、
そ
の
「
無
」
は
、「
有
」
と
同
一
地
平
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
無
」
も

実
体
を
持
つ
と
い
う
連
想
を
呼
び
や
す
い
。（
漢
語
で
は
、「
有
」
は
動
詞
で
あ
る
と
と
も
に
、
全
く
同
じ
語
形
で
、
名
詞
と
し
て
も
働
き
う
る
。「
無
」
も
状

態
語
で
あ
る
と
と
も
に
、
同
型
で
名
詞
で
有
り
得
る
。）
こ
の
辺
り
に
、
漢
訳
語
と
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
と
の
間
に
隙
間
が
生
じ
る
一
つ
の
原
因

が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
語
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
語
法
上
の
相
異
を
意
識
し
つ
つ
翻
訳
に
当
た
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
、
方

向
を
誤
る
恐
れ
が
あ
る
。『
中
論
』
十
八
―
八
（
本
稿
三
二
三
頁
既
出
）
で
は
本
来
は
、
世
俗
の
真
理
に
依
拠
し
つ
つ
、
衆
生
に
諸
仏
の
在
り
方
を

語
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
漢
訳
で
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
の
「na

」
と
「a

」
の
区
別
、「vā

」「ca

」「eva

」
な
ど
の
不
変
辞
お
よ
び
「na

〜na

〜
」
の
否
定
形
な
ど
の
意
味
が
、
語
数
を
五
言
リ
ズ
ム
に
収
め
る
必
要
も
あ
り
、
十
分
に
は
訳
文
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、

『
中
論
』
本
来
の
趣
旨
か
ら
離
れ
て
、「
実
」「
非
実
」
が
一
人
歩
き
す
る
余
地
を
生
ん
で
い
る
。
し
か
る
に
ま
た
、「
存
在
」
に
関
す
る
語
の
一
人

歩
き
、
独
り
立
ち
こ
そ
が
、
唯
識
論
の
拠
っ
て
き
た
所
な
の
で
あ
る
。

漢
語
は
、
一
語
一
語
が
文
法
的
に
独
立
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
微
妙
な
と
こ
ろ
を
省
略
し
て
も
意
が
通
じ
る
。
全
て
を
言
い
切
っ
て
し
ま
わ

ず
に
、
語
間
に
含
蓄
を
持
た
せ
た
方
が
む
し
ろ
好
ま
れ
る
。
こ
の
漢
語
に
特
有
の
特
徴
は
、
唯
識
論
の
翻
訳
に
際
し
て
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る

と
、
私
は
考
え
る
。

最
後
に
、
漢
語
に
よ
る
唯
識
論
翻
訳
の
最
も
進
化
し
た
も
の
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
、『
大
乗
起
信
論
』
を
取
り
あ
げ
て
、
検
討
し
て
み
よ
う
。

『
大
乗
起
信
論
』
は
、
馬
鳴
め
み
ょ
う

作
、
真
諦
し
ん
だ
い

訳
と
さ
れ
る
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
も
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
も
伝
わ
ら
ず
、
漢
訳
二
種
が
残
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
書
が
伝
え
ら
れ
る
通
り
、
西
方
で
の
著
作
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
中
国
人
撰
述
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
明
確
で
な
く
、
い
ず
れ
が
正
し
い

か
、
現
在
に
至
る
ま
で
研
究
者
の
間
で
決
着
が
付
い
て
い
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
現
代
の
中
国
の
研
究
者
の
多
く
が
、
中
国
人
撰
述

説
に
立
っ
て
い
る
こ
と
（
38
）

は
、
こ
の
『
起
信
論
』
の
文
章
が
、
語
彙
、
語
法
、
文
章
の
リ
ズ
ム
の
全
て
の
点
で
、
漢
語
と
し
て
十
分
に
成
熟
し
て
い
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る
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
疑
惑
を
向
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
他
で
も
な
く
、
唯
識
の
書
で
あ
る
こ
と
は
、
決
し

て
偶
然
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
『
起
信
論
』
の
真
諦
訳
と
言
わ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
（
39
）

か
ら
幾
つ
か
文
章
を
引
い
て
み
よ
う
（
句
読
点
、

訓
読
は
小
池
に
よ
る
）。
ま
ず
、
解
釈
分
・
第
一
章
「
顕
示
正
義
」
か
ら
。

一
切
諸
法
、
唯
依
妄
念
而
有
差
別
、
若
離
心
念
、
則
無
一
切
境
界
之
相
、
是
故
一
切
法
、
従
本
已
来
、
離
言
説
相
、
離
名
字
相
、
離
心
縁

相
、
畢
竟
平
等
、
無
有
変
異
、
不
可
破
壊
、
唯
是
一
心
、
故
名
真
如
、

一
切
の
諸
法
は
、
唯
だ
妄
念
に
依
り
て
差
別
有
り
。
若も

し
心
の
念
い
を
離
れ
な
ば
、
則
ち
一
切
境
界
の
相
（
特
徴
）
無
し
。
是
の
故
に
一
切

の
法
は
、
本
従よ

り
已
来
、
言
説
の
相
を
離
れ
、
名
字
の
相
を
離
れ
、
心
縁
（
心
の
対
象
）
の
相
を
離
れ
た
り
。
畢
竟
平
等
に
し
て
、
変
異
有

る
無
く
、
破
壊
す
可
か
ら
ず
。
唯
だ
是
の
一
心
な
る
の
み
。
故
に
真
如
と
名
づ
く
。

（
二
四
頁
）

一
切
の
存
在
の
諸
相
は
、
妄
想
に
よ
っ
て
心
に
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
来
は
、
そ
れ
ら
は
「
無
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
一
切
を
除

い
た
後
に
は
「
心
」
だ
け
が
残
る
。
こ
の
「
心
」
は
「
真
如
」
す
な
わ
ち
実
在
な
の
で
あ
る
。「
余
れ
る
も
の
」
即
ち
「
無
の
有
」
の
唯
識
思
想

が
、
よ
り
整
っ
た
形
で
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
「
顕
示
正
義
」
の
中
か
ら
、

真
如
自
性
、
非
有
相
、
非
無
相
、
非
非
有
相
、
非
非
無
相
、
非
有
無
倶
相
、
非
一
相
、
非
異
相
、
非
非
一
相
、
非
非
異
相
、
非
一
異
倶
相
、

真
如
の
自
性
は
、
有
の
相
に
非
ず
。
無
の
相
に
非
ず
。
非
有
の
相
に
非
ず
、
非
無
の
相
に
非
ず
。
有
無
倶
な
る
相
に
非
ず
。
一
相
に
非
ず
、

異
相
に
非
ず
。
非
一
の
相
に
非
ず
、
非
異
の
相
に
非
ず
。
一
異
倶と
も

な
る
相
に
非
ず
。

（
二
六
頁
）

右
の
一
節
の
内
容
は
、『
金
剛
経
』
の
逆
説
、
そ
の
唯
識
的
解
釈
、『
中
論
』
の
空
観
等
を
経
て
出
て
き
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
逆
説
を

も
っ
て
説
く
本
来
の
目
的
が
こ
こ
で
も
忘
れ
去
ら
れ
て
い
て
、
た
だ
、「
無
の
有
」
を
導
く
た
め
に
言
葉
が
余
分
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
真
如
」

は
い
か
な
る
場
合
、
い
か
な
る
関
係
に
お
い
て
も
、
い
か
な
る
特
徴
と
も
無
関
係
に
自
ら
存
在
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
金
剛
経
』
に
あ
っ
て
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は
、
逆
説
表
現
は
、
衆
生
に
真
理
を
説
く
た
め
の
、
過
不
足
の
な
い
、
ぎ
り
ぎ
り
の
表
現
で
あ
っ
た
。『
起
信
論
』「
顕
示
正
義
」
章
に
は
、
引
き

続
い
て
こ
う
あ
る
。

依
一
切
衆
生
以
有
妄
心
、
念
念
分
別
、
皆
不
相
応
、
故
説
為
空
、
若
離
妄
心
、
実
無
可
空
故
、

一
切
は
、
衆
生
妄
心
有
る
を
以
っ
て
、
念
念
分
別
す
る
に
依
り
て
、
皆
（
心
の
真
の
在
り
方
と
は
）
相
応
ぜ
ず
。
故
に
説
き
て
空
と
為
す
。
若

し
妄
心
を
離
る
れ
ば
、
実
に
空く
う

ず
可
き
無
き
が
故
な
り
。

（
二
六
・
二
八
頁
）

「
妄
心
」
有
る
が
故
の
「
空
」
で
あ
る
。「
妄
心
」
が
無
く
な
っ
た
あ
と
は
、「
空
」
で
は
な
く
な
る
。
そ
れ
を
『
起
信
論
』
は
、
こ
の
す
ぐ
後
で

「
不
空
」
と
言
っ
て
い
る
（
二
八
頁
）。『
起
信
論
』
は
「
一
心
二
門
」
説
を
立
て
る
。「
真
如
門
」（
不
生
不
滅
門
）
と
「
生
滅
門
」
で
あ
る
。「
生
滅

門
」
は
「
空
」、「
真
如
門
」
は
「
不
空
」
と
さ
れ
る
。
柏
木
弘
雄
著
「
大
乗
と
は
何
か
―
『
大
乗
起
信
論
』
を
読
む
」
に
よ
る
（
40
）

と
、「
心
生
滅
」

す
る
の
が
「
ア
ラ
ヤ
識
」
で
、「
真
如
（
不
生
不
滅
）」
は
従
前
以
来
の
「
勲
習

く
ん
じ
ゅ
う

」（
移
り
香
）
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
如
来
蔵
（
41
）

」「
自
性
清
浄
心
」
で

あ
る
。「
ア
ラ
ヤ
識
」
は
、
い
わ
ば
、「
如
来
蔵
」
が
本
来
的
に
持
っ
て
い
る
「
生
滅
心
」
の
風
に
よ
っ
て
心
中
に
起
こ
さ
れ
た
波
動
な
の
で
あ
る
。

『
起
信
論
』
解
釈
分
・
第
二
章
「
対
治
邪
執
」
で
は
、
修
行
の
効
果
と
い
う
こ
と
に
着
目
し
つ
つ
、
や
は
り
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

所
謂
一
切
境
界
、
唯
心
妄
起
故
有
、
若
心
離
於
妄
動
、
則
一
切
境
界
滅
、

所
謂
一
切
の
境
界
は
、
唯
だ
心
妄
起
す
る
が
故
に
有
る
の
み
。
若
し
心
妄
動
よ
り
離
る
れ
ば
、
則
ち
一
切
の
境
界
滅
せ
ん
。

（
七
〇
頁
）

ま
た
、
こ
の
箇
所
の
す
ぐ
後
（
同
じ
く
七
〇
頁
）
に
は
、「
真
如
涅
槃
之
性
、
唯
是
其
空
」（
真
如
、
涅
槃
の
性
は
、
唯
だ
是
れ
其
れ
空
な
る
の
み
）
と
の

「
邪
見
」
に
対
し
て
、「
真
如
法
身
自
体
不
空
、
具
足
無
量
性
功
徳
故
」（
真
如
の
法
身
自
体
は
不
空
な
り
。
無
量
性
の
功
徳
を
具
足
す
る
が
故
に
。）
と
い

う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
べ
き
を
説
い
て
い
る
。「
真
如
」
の
実
体
は
「
不
空
」、
や
は
り
「
無
の
有
」
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、『
金
剛
般
若

経
』
・
『
中
論
』
の
「
空
観
」
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
、
む
し
ろ
そ
れ
と
は
相
容
れ
ぬ
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
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な
お
、『
起
信
論
』
の
言
語
は
、
初
期
唯
識
派
の
漢
訳
語
の
延
長
上
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
大
き
く
は
離
れ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
し
、『
起
信
論
』
中
国
人
撰
述
説
に
つ
い
て
早
急
に
判
断
を
下
す
用
意
は
、
今
の
と
こ
ろ
私
に
は
な
い
。

注（
１
）『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
の
テ
キ
ス
ト
は
次
の
も
の
に
よ
る
。

“Sutta-nipāta”
PaliT

extSociety,O
xford,1990 .

な
お
、
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
―
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
四
年
）
参
照
の
こ
と
。

（
２
）『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
の
テ
キ
ス
ト
は
次
の
も
の
に
よ
る
。

S.R
adhakrishnan

(ed.&
tr.)

:“T
he

D
ham

m
apada”,L

ondon,O
xford

U
niversity

Press,1950 .(Indian
Im

pression,1992 )

な
お
、
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば
・
感
興
の
こ
と
ば
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
七
八
年
）
参
照
の
こ
と
。

（
３
）『
大
正
大
蔵
経
』
巻
四
・
二
一
〇
『
法
句
経
』
巻
下
第
二
五
忿
怒
品
。

（
４
）
梶
山
雄
一
訳
注
『
八
千
頌
般
若
経
（
上
）』（
大
乗
仏
典
巻
二
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
九
年
）
参
照
。

（
５
）P.L

.V
aidya,ed.,“A

s• t• asāhasrikā
Prajñāpāram

itā”,B
uddhistSanskritT

exts
N

o.4 ,D
arbhanga,1960 .

（
６
）『
大
正
大
蔵
経
』
巻
八
・
二
二
七
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
」
巻
一
、
初
品
第
一
。

（
７
）『
大
正
大
蔵
経
』
巻
八
・
二
二
四
。
な
お
、
拙
稿
「
訳
の
力
―
『
道
行
般
若
経
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
同
志
社
外
国
文
学
研
究
』
第
七
七
号
、
一
九
九
七
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
８
）「
心
の
清
浄
」
に
つ
い
て
は
、
山
口
瑞
鳳
の
論
文
「『
般
若
経
』
に
如
来
蔵
思
想
が
説
か
れ
て
い
る
か
」（『
イ
ン
ド
学
密
教
学
研
究
上
―
宮
坂
宥
勝
博
士
古
稀

記
念
論
文
集
―
』
法
蔵
館
、
一
九
九
三
年
）
に
詳
し
い
。
本
稿
と
の
関
連
で
は
、〈『
般
若
経
』
に
お
け
る
心
の
「
特
性
」
の
「
明
浄
」〉
の
項
が
特
に
参
考

に
な
る
。

（
９
）『
金
剛
般
若
経
』
の
訳
に
は
、
中
村
元
『
般
若
心
経
・
金
剛
般
若
経
』（
岩
波
文
庫
、
昭
和
三
五
年
）
お
よ
び
長
尾
雅
人
、
戸
崎
宏
正
『
般
若
部
経
典
』（
大

乗
仏
典
巻
一
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
八
年
）
が
あ
る
。
こ
の
経
典
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
、
両
書
の
解
説
に
詳
し
い
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
テ
キ
ス

ト
は
、
左
記
の
も
の
に
よ
る
。

“V
ajracchedikā

Prajñāpāram
itā”,ed.&

tr.E
dw

ard
C

onze,R
om

a,IsM
E

O
,1974 .

（
10
）
原
文
は
「sattvadhātu-prajñapyam

ānah•

」
で
あ
る
が
、
中
村
元
が
「sattvadhātuh•

prajñapyam
ānah•

と
解
す
べ
し
」
と
す
る
の
に
従
う
。（
中
村
『
金
剛

経
』
訳
、
一
三
二
頁
、
注
三
一
）

（
11
）
鈴
木
大
拙
「
金
剛
経
の
禅
」
の
「
二
、
般
若
即
非
の
論
理
」。『
鈴
木
大
拙
全
集
〔
増
補
新
版
〕』
巻
五
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
所
収
。
も
と
『
日
本

的
霊
性
』（
大
東
出
版
社
、
昭
和
十
九
年
）
所
収
。

（
12
）
コ
ン
ズ
の
注
に
よ
る
と
、「abhūta-sam•

jñā

」
は
、P

argiter
（
中
央
ア
ジ
ア
）
本
で
は
、「asam•

jñā

」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
「
思
い
が
な
い
」

の
意
に
な
る
。

（
13
）
鈴
木
前
掲
書
三
八
一
頁
。

（
14
）『
岩
波
仏
教
辞
典
』（
中
村
元
他
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
の
「
衆
生
」
の
項
に
よ
る
。

（
15
）
谷
口
論
文
の
末
尾
に
資
料
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
三
九
〜
四
三
頁
）。

（
16
）『
大
乗
仏
教
巻
十
五
　
世
親
論
集
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
一
年
）
の
梶
山
雄
一
解
説
（
四
一
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、
無
着
は
三
一
五
〜
三
九
〇
年
頃
、
世
親
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は
三
二
〇
〜
三
八
〇
年
頃
の
イ
ン
ド
の
人
で
あ
る
。

（
17
）
前
掲
『
世
親
論
集
』
に
、
梶
山
訳
「
唯
識
二
十
論
」
お
よ
び
荒
牧
典
俊
訳
「
唯
識
三
十
頌
」
を
収
め
る
。「
唯
識
二
十
論
」
の
引
用
原
文
は
、S

tefan

A
nacker,

“S
even

W
orks

of
V

asubandhu”
M

otilal
B

anarsidass
P

ublishers,
D

elhi,
1984 .

に
付
載
のS

ylvain
L

évi

一
九
二
五
年
本
に
よ
る
。

A
nacker

の
英
訳
も
参
照
し
た
。

（
18
）
前
掲
『
世
親
論
集
』
梶
山
解
説
の
四
一
八
頁
。

（
19
）G

iuseppe
T

ucci,
“M

inor
B

uddhist
T

exts
Part

1”,1956 ,
R

om
a.

『
論
頌
』
菩
提
流
支
訳
は
『
大
正
大
蔵
経
』
巻
二
五
・
一
五
一
一
、
義
浄
訳
は
同
巻

二
五
・
一
五
一
四
所
収
。
な
お
、
長
尾
訳
の
『
金
剛
般
若
経
』（
大
乗
仏
典
巻
一
）
に
、
併
せ
て
こ
の
『
論
頌
』
の
訳
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
20
）『
大
正
大
蔵
経
巻
二
五
・
一
五
一
一
に
流
支
訳
「
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
論
」
三
巻
、
同
巻
二
五
・
一
五
一
三
に
義
浄
訳
「
能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
論
釈
」

三
巻
を
載
せ
る
。

（
21
）
宇
井
伯
寿
『
大
乗
仏
典
の
研
究
』（
大
乗
仏
教
研
究
一
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
八
年
）
所
収
。

（
22
）
前
掲
立
川
論
文
一
七
九
頁
。

（
23
）
ト
ッ
チ
が
「avyūha

」
と
「vyūhatā

」
の
間
に
「m•

」
を
補
っ
て
読
む
の
に
従
う
。
長
尾
『
金
剛
経
』
訳
で
は
、「
光
輝
で
な
い
も
の
が
〝
光
輝
〞
で
あ
る

と
い
わ
れ
る
」
と
あ
り
、
原
文
の
ま
ま
に
読
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
私
は
、
ト
ッ
チ
の
処
理
の
方
が
、
文
脈
を
正
し
く
捉
え
う
る
と
考
え
る
が
、
チ
ベ
ッ

ト
語
訳
、
二
漢
訳
と
も
長
尾
訳
に
等
し
い
。

（
24
）
チ
ベ
ッ
ト
文
字
の
ロ
ー
マ
字
転
写
法
に
つ
い
て
は
、
山
口
瑞
鳳
『
チ
ベ
ッ
ト
語
文
語
文
法
』（
春
秋
社
、
一
九
九
八
年
）
一
五
〜
一
七
頁
参
照
。
本
稿
で
は
、

引
用
テ
キ
ス
ト
の
表
記
法
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
の
で
、
転
写
法
は
引
用
文
に
よ
り
一
致
し
て
い
な
い
所
が
あ
る
。

（
25
）
ト
ッ
チ
本
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
と
そ
の
和
訳
を
次
に
示
す
。「dei

m
ts’an

m
ed

pai
m

ts’an
ñid

kyis

｜rdsun
pa

m
ed

ces
yon •s

su
bstan

‖de
p’yir

c’os
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rnam
s

san •s
rgyas

c’os

｜t’am
s

cad
dn •os

m
ed

ran •
m

ts’an
ñid

‖
」（
そ
の
特
徴
が
な
い
こ
と
を
特
徴
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
虚
妄
で
は
な
い
、
と
い

う
こ
と
を
完
全
に
説
か
れ
た
。
そ
の
故
に
、
法
の
一
つ
一
つ
は
仏
の
法
で
あ
る
。
全
て
、
存
在
が
な
い
こ
と
を
自
己
の
特
徴
と
す
る
）

（
26
）
も
と
『
印
度
学
佛
教
学
研
究
』
第
一
六
巻
二
号
掲
載
。

（
27
）『
大
正
大
蔵
経
』
巻
三
十
一
の
一
五
九
四
、
一
五
九
七
、
一
五
九
八
に
、
三
種
の
玄
奘
訳
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
今
、
長
尾
の
校
定
に
従
う
。

（
28
）
長
尾
『
摂
大
乗
論
下
』
末
尾
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
テ
キ
ス
ト
六
八
頁
。

（
29
）
長
尾
『
摂
大
乗
論
上
』
末
尾
の
チ
ベ
ッ
ト
原
文
・
還
元
梵
文
の
部
九
頁
。

（
30
）
長
尾
『
摂
大
乗
論
上
』
七
五
頁
。

（
31
）
長
尾
『
摂
大
乗
論
上
』
末
尾
の
チ
ベ
ッ
ト
原
文
九
頁
。

（
32
）『
中
論
』
の
テ
キ
ス
ト
は
次
の
も
の
に
よ
る
。

L
ouis

de
la

V
allée

P
oussin,

M
adhyam

akavr• ttih• ,
M

ūlam
adhyam

akakārikās
(M

ādhyam
ikasūtras)

de
N

āgārjuna,
avec

la
P

rasannapadā

C
om

m
entaire

de
C

andrakı̄rti,B
ibliotheca

B
uddhica

IX
,1903 -1913 .(FirstIndian

E
dition,M

otilalB
anarsidass,D

elhi,1992
)

同
時
に
、
三
枝
充
悳
編
『
中
論
偈
頌
総
覧
』（
第
三
文
明
社
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
し
た
。
チ
ベ
ッ
ト
語
原
文
は
こ
の
書
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
拙
論

「
龍
樹
『
中
論
』
に
お
け
る
言
語
の
位
置
」（『
同
志
社
外
国
文
学
研
究
』
第
七
九
号
、
平
成
十
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
33
）
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
論
証
に
つ
い
て
は
、
前
注
拙
論
の
一
一
一
〜
一
一
三
頁
に
詳
述
し
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
34
）『
金
剛
般
若
経
』
の
否
定
の
「a

」
と
「na

」
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
前
掲
立
川
論
文
に
詳
し
い
考
証
が
あ
る
。

（
35
）『
金
剛
般
若
経
』
の
テ
キ
ス
ト
の
新
旧
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
省
悟
「
金
剛
般
若
の
法
滅
句
」（『
印
度
学
佛
教
学
研
究
』
巻
四
八
第
一
号
、
平
成
十
一
年
）
に

教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
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（
36
）
本
稿
三
〇
一
頁
既
出
。

（
37
）
本
稿
三
一
七
頁
既
出
。

（
38
）
例
え
ば
、
高
振
農
『
大
乗
起
信
論
校
釈
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）
の
序
言
に
は
「
我
認
為
起
信
論
（
中
略
）
出
於
中
国
人
的
手
筆
」（
二
四
頁
）
と
あ

り
、
方
天
立
「
中
国
仏
教
心
本
原
説
的
創
立
和
発
展
」（『
文
史
』
第
四
七
輯
、
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
）
に
は
「
《
大
乗
起
信
論
》
是
吸
取
中
国
伝
統
哲

学
的
〝
性
善
〞
、
〝
反
求
諸
己
〞
的
思
想
和
体
用
観
念，

継
承
印
度
仏
教
如
来
蔵
学
説，

加
工
整
合
而
成
的
創
作
。」
と
あ
る
（
一
六
四
頁
）。

（
39
）
真
諦
（P

aram
ārtha

）
は
四
九
九
〜
五
六
九
年
、
イ
ン
ド
の
人
。
五
四
八
年
、
梁
の
都
・
建
康
に
来
た
り
、
以
後
訳
経
に
従
事
し
た
。
テ
キ
ス
ト
は
、
宇
井

伯
寿
・
高
崎
直
道
訳
注
『
大
乗
起
信
論
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
四
年
）
に
よ
る
。

（
40
）
春
秋
社
、
平
成
三
年
。

（
41
）「
如
来
蔵
」
思
想
は
、
本
来
唯
識
論
と
は
別
系
統
の
も
の
で
あ
る
が
、『
起
信
論
』
で
両
者
は
統
合
さ
れ
て
い
る
。
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337 『金剛般若経』の逆説と初期唯識派の「無の有」

Paradox of the Vajracchedikā Prajñāpāramitā and 

“Being of Non-being” in the Early Vijñānavāda (Yogācāra) School

Ichiro KOIKE

Key words: paradox, Vajracchedikā-Prajñāpāramitā, “being of non-being”,
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